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　小平の獅子舞の獅子頭は、彫刻の名人として知られる左甚五郎が、日光
東照宮完成後に彫ったという言い伝えがあります。
　現在では３体で構成される獅子舞のほか、子どもたちによる獅子舞も行
われ、古くから続く伝統は次の世代へと引き継がれていきます（関連記事
を裏表紙に掲載しています）。

人口増減の内訳
出　　生　　  46 転　　入　　410
死　　亡　　  73 転　　出　　514

自然増減　  －27 社会増減　－104
その他 ＋5●  はにぽんプラザがついにオープン！

　  　オープニングイベントを開催　 ……………………………………………… ２
●  「今」考える―公共施設 ………………………………………………………… ９
●  市職員の人事異動　 ……………………………………………………………… 13
●  休日急患の診療 …………………………………………………………………… 28

人　口 79,246（－126）
　男 39,395（－ 67）
　女 39,851（－ 59）
世帯数 32,903（＋ 73）
（　）内は前月との比較

平成28年１月10日
合併10周年！

の動き（2015.4.1現在）

継承される伝統―。

今月の主な内容
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市
民
の
み
な
さ
ん
が

主
役
と
な
っ
て
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動
す

る
た
め
の
市
民
交
流
拠

点
施
設
と
し
て
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を
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。

　

６
月
１
日
㈪
か
ら
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利
用
開
始
に
先
立
ち
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多
く
の
み
な
さ
ん
に

「
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
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知
っ
て
も
ら
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た
め
に
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
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催
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ぜ

ひ
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越
し
く
だ
さ
い
！

はにぽんプラザが

ついにオープン！
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開
催

５月31日㈰　午前９時30分～午後３時

市
民
活
動
推
進
課
が

は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
に
移
転

　オープニングイベント当日は、はにぽんプラザの
駐車場を利用することはできません。徒歩や自転車、
公共交通機関の利用にご協力をお願いします。
　車でお越しになる場合は、市役所前庭駐車場、市
役所北側臨時駐車場をご利用ください。なお、市役
所と「はにぽんプラザ」を往復する臨時のシャトル
バス（午前８時～午後４時）を運行します。

（住所：本庄市銀座１－１－１）

※飲食物の提供・販売の数量には、限りがあるため、
品切れになり次第終了となります。

時間（目安） 場　所 内　　容
午前９時30分

　～10時
小イベント
広場

木
き

遣
や

り・纏
まとい

振り・梯
はし

子
ご

乗り
「若鳶会」

午前10時
　～10時５分

メインエン
トランス くす玉割り

午前10時15分
　～11時

多目的
ホール

オープン記念式典（表彰）

午前11時20分
～11時50分

本庄市出身者声楽コンサート
声楽家：浦野智行さん

午後０時10分
～０時40分

中学生吹奏楽演奏会
「本庄西中学校吹奏楽部」

午前10時～11時
午後１時～２時 展示ホール 山車展示、お囃

はや

子
し

競演会
「七軒町・仲町・本町」

午後２時～３時 屋内大階段 ミニライブ
「青春バンドチェルシー」

●
５
月
11
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈰

（
オ
ー
プ
ン
前
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

※
オ
ー
プ
ン
前
は
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け

た
準
備
の
た
め
、
施
設
内
の
見
学
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
６
月
１
日
㈪
〜

（
オ
ー
プ
ン
後
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
10
時

　
（
休
館
日
：
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

※
土
・
日
・
休
日
と
平
日
の
午
後
５
時

15
分
か
ら
10
時
ま
で
の
業
務
は
、
は
に

ぽ
ん
プ
ラ
ザ
の
施
設
利
用
に
関
す
る
業

務
と
簡
易
な
受
付
業
務
の
み
と
な
り
ま

す
。

★
市
民
活
動
推
進
課

　

５
月
８
日
㈮
ま
で
：
☎
㉕
１
１
１
８

　

５
月
11
日
㈪
か
ら
：
☎
㉒
０
８
２
８

◎イベント ◎飲食物提供・販売、内覧会

時間（目安） 場　所 内　　容
午前９時30分

～午後３時
イベント
広場

キッチンカー
（飲食物販売）

午前10時
　～午後３時

館内各施設 内覧会
（自由に施設見学）

和室
「お茶席」 お抹茶の無料提供

ショップと
カフェ

１階に常設されるショップ
とカフェがオープン

午前11時
～午後３時

キッチン
スタジオ

本庄名物「つみっこ」の無
料提供

車でお越しの人へ 案内図

★臨時駐車場としてご利用ください。

会　　場
はにぽんプラザ

　

現
在
、
市
役
所
３
階
に
あ
る
市
民
活

動
推
進
課
が
、
５
月
11
日
㈪
か
ら
、
は

に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
１
階
事
務
室
に
移
転
し

ま
す
。

は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
開
館
時
間

シャトルバス路線
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○集団資源回収を行う団体を募集しています

　みなさんの排出する燃えるごみの約40％を紙類が占めています。そのなかには新聞
紙や雑誌類など、リサイクルのできる紙資源が多く含まれています。１人ひとりが分
別すれば、大きな力となってごみが資源に生まれ変わります。市民のみなさんが取り
組む集団資源回収事業の一部を紹介します。

ちょっと待って！その「ごみ」本当に「ごみ」ですか？

　集団資源回収を行う団体には、報奨金を交付します。報奨金を受けるには、事前に団体登録が必要です。
対象団体　市内に住所を有する人で組織され、営利を目的としない団体
＊詳しくは下記へお問い合わせください。
★環境推進課☎㉕１１７２、環境産業課☎72１３３４

み
ん
な
で
や
れ
ば
、
大
き
な
力
に
！

ご
み
を
資
源
に
す
る
た
め
に―

〜
広
げ
よ
う
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
」
〜

　自治会・ＰＴＡ・子ども会などが地域活動として定期的に実施しているものです。
積極的に参加することで、リサイクルの輪が広がり、ごみの減量と再資源化につなが
ります。

集団資源回収とは？

これらのものが資源になります！

※収集品目は、各団体によって異なりますので確認のうえ出してください。

種　類 主な品目 出し方 回収できないもの

紙　　類
新聞紙（広告含む）、
雑誌類（包装紙など）、
段ボ－ル、牛乳パック、
雑がみ

品目ごとにひもなど
でしばる
牛乳パックは、軽く
洗って開く

感熱紙、油紙、
カ－ボン紙、写真など

布　　類 衣類 洗濯し、汚れないよ
う袋に入れる

濡れているもの、
汚れのひどいものなど

ガラス類 一升びん、ビ－ルびん、
ジュ－スびん 軽く洗う 割れたもの、

汚れのひどいものなど

金 属 類 スチ－ル製飲料用缶、
アルミ製飲料用缶 軽く洗う さびたもの、

汚れのひどいものなど

【集団資源回収予定表】 ○印は実施日未定　★は常設
団体名 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

宮本町自治会 28 23 25 27 28
泉町自治会 14 13 13 13
上町自治会（本庄） 24 26 27 22 24 27
照若町自治会 17 19 20 15 17 20
南本町自治会 16 20 18 15 19 17 21 19 16 20 19
諏訪町自治会 12 14
上仁手自治会 13 14
小島南自治会 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
曙自治会 2 6 4 1 5 3 7 5 9 6 5
児玉本町自治会 27 27
本庄東小学校ＰＴＡ 30 30
本庄西小学校ＰＴＡ 23 13
藤田小学校ＰＴＡ 6 5 5
仁手小学校ＰＴＡ 16 28
旭小学校ＰＴＡ 20
北泉小学校ＰＴＡ 16 3
本庄南小学校ＰＴＡ 16 24
中央小学校ＰＴＡ 23 3
児玉小学校ＰＴＡ 23 5
金屋小学校ＰＴＡ 26 15 13
秋平小学校ＰＴＡ 17 6

団体名 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
本庄東中学校ＰＴＡ 4 17
本庄西中学校ＰＴＡ 25 19
本庄南中学校ＰＴＡ 27 17
児玉中学校ＰＴＡ 5
七軒町子ども会育成会 ○ ○ ○ ○
末広町子ども会育成会 5 9
沼和田子ども育成会 7 29
小島子ども育成会 10
万年寺子ども育成会 30 24
下野堂子ども会 9 3
新井子ども会 6
蛭川子ども会 10
本庄すみれ幼稚園 5 2 19
本庄西幼稚園さくらんぼ会 13 8 9 11 13
本庄旭幼稚園保護者会 20 ○ 20
児玉櫻井幼稚園母の会 月２回実施予定
北泉サッカースポーツ少年団 9
ハートワーク 毎週月・火・木・金曜日に実施予定
あおぞらグループ歌のかけ橋 5 2 7 4 1 6 3 1 5 2 1
古太萬の会佐久間さんち 9 13 11 8 12 10 14 12 9 13 12
ハートtoハート（児玉） 3 7 5 2 6 4 1 6 7 6
ハートtoハート（本庄）17 21 19 16 20 18 15 20 17 21 20

平成27年5月1日号

国道17号
本庄警察署

Ｐ

Ｐ 本庄市役所

銀　行郵便局
中山道

交番
本庄駅
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防ごう！高齢者虐待

※虐待防止・権利擁護及び総合相談支援については、介護いきがい課でも相談に応じています。
★介護いきがい課☎㉕１１２７

地域包括支援センター

　一人で、もしくは家族だけで、頑張り過ぎていませんか？無理をせず、一人で抱えないで、街ぐるみ・地域ぐ
るみで養護者を支援しながら虐待の芽を摘みましょう。

虐待とは・・・

○身体的虐待　　たたく、つねる、殴る、蹴る、やけどを負わせる、ベッドにしばりつけたりするなど
○心理的虐待　　子ども扱いする、怒鳴る、ののしる、悪口を言う、無視をする、嫌がらせをするなど
○介護や世話の放棄・放任（ネグレクト）
　　　　　　　　食事や水分を与えない、入浴させない、おむつなどを放置するなど
○経済的虐待　　必要なお金を渡さない、使わせない、年金や預金などを同意なしに使用するなど
○性的虐待　　　下半身を裸にして放置する、わいせつな行為を強要するなど

虐待に気づいたら・・・下記にご連絡ください

◆本庄市役所介護いきがい課◆　　◆本庄地域包括支援センター安誠園◆　　◆児玉地域包括支援センター◆
　　　　☎㉕１１２７　　　　　　　　　　　☎㉒６２６２　　　　　　　　　　　　☎72５８２８

　「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」では、速やかに通報することが義務づけ
られています。虐待を止めることは、高齢者を守るとともに、虐待をしている養護者のためにも必要なことです。

本庄市高齢者虐待防止ネットワーク会議

　市では、「本庄市高齢者虐待防止ネットワーク会議」を設置し、高齢者に対する虐待の防止のための方策や支
援について話し合っています。
　会議の委員は、民生委員児童委員協議会、老人クラブ連合会、自治会連合会、本庄市児玉郡医師会、社会福祉
協議会、児玉圏域介護サービス事業者連絡協議会、熊谷人権擁護委員協議会本庄部会、本庄警察署、埼玉県北部
福祉事務所、さいたま地方法務局から推薦された者及び在宅介護支援センターの代表者、本庄市保健部長の12
名で構成されています。

児玉地域包括支援センター
本庄市児玉町金屋１３０２－１　☎72５８２８

コンビニ

児玉桜井
 幼稚園

児玉高校

本庄地域包括支援センター安誠園
本庄市小和瀬１６６６　☎㉒６２６２

���
�� ����

����

お電話ください！

権利や財産を守ります

虐待防止・権利擁護

○虐待の相談や早期発見・保護をし
ます
○悪質訪問販売などによる消費者被
害の防止に努めます
○成年後見制度を活用し、認知症等
の高齢者の法的支援を進めます

専門職がご家族や地域の人の相談を
お受けします

総合相談支援

　相談内容に適したサービスの紹介や
情報の提供、助言などを行い、問題解
決のための支援をします。

◆例えばこんな相談・・
　○介護サービスを利用したい
　○認知症に困っている
　○悪質商法に騙されているかも
　○家族だけで介護するのは大変だ
　○体が弱ってきたので何とかしたい
　○ 近所の一人暮らしの高齢者の姿を
見掛けない

自立した生活のお手伝いをします

介護予防

ケアマネジメント

○生活や健康状態を把握し、健康づく
りや介護予防のお手伝いをします
○要介護認定で、「要支援１・２」の
認定を受けた人に介護予防ケアプラ
ンを作成し、介護予防サービスなど
を受けられるようにします

センター職員がご相談を
お受けします

認知症個別相談

相談日程
【本庄地域包括支援センター安誠園】
　毎月第３木曜日　午後２時～４時　
【児玉地域包括支援センター】
　毎月第１月曜日　午後２時～４時
※上記日程以外でも随時相談に応じます

まずはお気軽にご相談ください

～こんな業務をしています～

住
み
慣
れ
た
地
域
で 

安
心
し
た
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に

市内に２か所あるよ

本センターは、高齢者のみなさんをさまざまな面
から支えるための拠点です。
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　民生委員・児童委員は、社会奉仕の精神をもって、みなさんの立場に立って相談に応じ、必要な援助を行うボランティ
アです。民生委員法及び児童福祉法に基づいて区域に設置が定められ、厚生労働大臣から民生委員・児童委員として委
嘱されています。高齢者の介護、子育て、健康、暮らしのことなど一人で悩まず、お気軽にご相談ください。

５月12日は民生委員・児童委員の日 あなたの地区の民生委員・児童委員です

平成27年４月１日現在　　　◎：地区会長　○：地区副会長

　５月12日㈫から18日㈪は、｢民生委員・児童
委員の日」活動強化週間です。民生委員・児童委
員の活動を知ってもらうため、ＰＲ活動を展開し
ています。
　「広げよう　地域に根ざした　思いやり」行動
宣言による、安全で安心な福祉のまちづくりをめ
ざして、関係機関と連携し、誰もが安心して暮ら
せる地域づくりをすすめています。

－行動宣言－
１．安心して住み続けることができる地域社会づ
くりに貢献します
２．地域社会での孤立・孤独をなくす運動を提案
し行動します
３．児童虐待や犯罪被害などから子どもを守る取
り組みを進めます
４．多くの福祉課題を抱える生活困難家庭に粘り
強く接し、地域社会とのつなぎ役を務めます
５．日頃の活動を活かし、災害時に要援護者の安
否確認を行います

「広げよう　地域に根ざした
思いやり」

協議会 担　当　地　区 氏　名 電話番号

第
一
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

宮本町

1・3･10～13･15支会 （欠員）
2･4～9支会 　山本　直記 21-6204
17～21･35･36支会 　中村　葉子 21-1172
16･24･25･37･38支会 　飯島　佳美 23-2676
28･29･33･34支会 　内海　信雄 22-6032
14･23･30･31支会 　亀井きく江 21-6278
22･26･27･32支会 　小貝　義廣 22-5482

泉　町 1～6支会 　田中　美幸 22-2061
7～12支会 　中島　伸一 21-7241

上　町 全域 　鍋島　　勉 22-4845

照若町

1～3支会 　池上　照幸 24-4011
4～7支会 　大貫　英子 23-0857
18～22支会 ◯鈴木　　勝 21-3347
8～12･14～16･23･24支会 　武内　　弘 21-2707
13･17･25～27支会 　池田　和子 22-1953

七軒町

1～8支会 　山田　國子 21-8249
9～15･32支会 　髙橋　愼二 090-3223-1613
16～18･25～27･29～31支会 　村田　鐵男 090-4911-8179
19～24･28支会 ◎木村モト子 22-6702

仲　町 全域 　野口　晴夫 22-4326

末広町

1～3・20～23支会 　荒井喜美江 21-7181
8～13支会 　日向　裕子 21-6095
4～7支会 　織田澤好美 22-0897
14～19支会 ◯福島　二郎 24-3678

全域（主任児童委員） 　橋本　紀江 23-2754
　島田千惠子 21-4967

第
二
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

本　町

1･6･8･10支会 　中野　勝司 24-0939
2～5･25支会 　松岡　茂子 24-0859
7･13～15支会 　河野　智一 22-4389
9･21･23支会 　福島久美子 22-5789
11･12･17･28支会 　奥沢　孝寿 22-3669
16･18～20支会 　柴﨑　　節 24-1657
22･24･26･27支会 　前田　充宣 21-9137

南本町

1･2･10･13支会 　雨宮　孝弘 21-7146
3～5支会 　鈴木　淑子 21-1146
6･7･12支会 　堀口ハル子 21-0802
8･9･11支会 　遠藤美奈子 22-3388

台　町

1～3･31･32支会 ◎川瀬　光俊 22-3191
4～7支会 　布施　正男 21-2008
8～11支会 ◯樋口　賴正 24-0132
12～15支会 　小池美喜子 22-2515
16～19支会 　渋沢加代子 21-5197
20～23支会 　井上美惠子 21-5259
24～27支会 　山下　眞弓 21-2518
28～30･33支会 　持田　彌榮 22-2017

諏訪町

1の1･1の2･11支会 　渡邉　征夫 24-4745
2の1･2の2支会 　加藤　勝利 21-5864
3･9･10支会 　小澤　央子 21-3296
4･5･12支会 　福島志津江 22-3810
6･14･15支会 　齋藤　京子 22-6813
7･8の1支会 　原田　愛乃 21-7016
8の2･13･16支会 　熊谷　利江 22-7975

協議会 担　当　地　区 氏　名 電話番号

北
泉
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

本　田 全域 　井上のり子 24-1193
新田原 全域 　原　　房子 21-5748
久下塚 全域 　茂木　正子 24-1348

けや木
1～3支会 ◎岩﨑　　卓 22-5369
4～6支会 　堀野あき子 21-6685
7～9支会 　浅見芙美子 21-1056

四季の里 1～4支会 　侭田　昭持 22-6757
5～8支会 　小門　　昇 23-3698

栗　崎 全域 　中野　智子 21-0268
西五十子 全域 　芦澤　吉一 22-4966
五十子 全域 　髙橋　敏男 22-6983
東五十子 全域 　飯島　啓子 21-9242
東富田 全域 ◯荒井　清子 21-2782

曙
1～7支会 　後藤　豊子 21-6401
8～13支会 　岡　喜代子 24-6121
14～19支会 　吉田佐代子 21-2422

西富田

1～8支会 　田村　礼子 21-0656
9～１5支会 　岡田　芳子 21-3752
16～22支会 ◯澁谷　絹子 22-7090
23～31支会 　田中　幹雄 24-4773

四方田 全域 　杉田キミ子 24-1754
東今井 全域 　岡芹　幸江 21-8292
西今井･共栄 全域 　落合惠美子 22-0841

全域（主任児童委員） 　江尻　雅江 24-8762
　田邊　晶子 21-5735

児
玉
第
一
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

長浜町 全域 　山﨑とし江 72-0350
　岩片千惠子 72-4858

鍛治町 全域 　萩原千恵子 72-6586

上　町 全域 ◯中林　　重 72-1368
　花垣　淑子 72-2429

仲　町 全域 　小林　　國 72-3773
　木村　英紀 72-1357

新　町 全域 　出牛　幸平 72-3405
　中林　　久 72-0243

連雀町 全域 　阪本　　光 72-2720

本　町 全域
　大野まさ子 72-2487
　春山　茂子 72-7034
　木村ミユキ 72-7773

下　町

山王 　武政　勝一 72-3420
生野 　永尾　路子 72-0047
大道 　宮部　京子 72-2666

大久保 ◎今井　勝子 72-2151
　中島　明美 72-8060

蛭　川 全域 　髙橋　　進 72-2849
　熊谷由美子 72-4032

下真下 全域 　田島　まさ 72-2611
共　栄 全域 　中林　　薫 72-2861
上真下 全域 　大山美佐保 72-4684

吉田林 全域
　峯岸　敏樹 72-0862
　出牛佐代子 72-2101
　岩上　清子 72-5707

入浅見 全域 　古川　菊江 72-3437
下浅見 全域 　鈴木　克美 72-0645
高　関 全域 ◯青木　陽子 71-4107

全域（主任児童委員） 　上田　宜永 72-1657
　荻野きよ江 72-0751

協議会 担　当　地　区 氏　名 電話番号

児
玉
第
二
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

第１金屋 全域 　大野とも子 72-0074
　清水　　博 72-1359

第2金屋 全域 　浅田　陽子 72-0369
　今井　公江 72-3708

第3金屋 全域 　服部　雅彦 72-2808
長　沖 全域 　清水　　満 72-3818
高　柳 全域 　桺沢光之夫 72-1463
飯　倉 全域 　冨丘　宮子 72-0783
宮　内 全域 　関根　　誠 72-0755
塩　谷 全域 　清水喜久江 72-3748
保木野 全域 　渋谷　洋子 72-3217
田　端 全域 ◯樋口　芳江 72-2111

秋　山 全域 　根岸　孝子 72-1773
　金子　惠子 72-3603

風　洞 全域 ◎堀口　　泉 72-1745
東小平 全域 ◯根岸　　登 72-2891
西小平 全域 　海北　光男 72-2753
太駄上 全域 　山下部廣行 78-0619
太駄中 全域 　茂木　富江 78-0065
太駄下 全域 　内田　文明 78-0311
河　内 全域 　木村　　雅 78-0205
稲　沢 全域 　梅澤　勝江 78-0365
元　田 全域 ◯今井　和男 72-3269

全域（主任児童委員） 　内藤　　稔 72-4381
　吉田由美子 72-6304

協議会 担　当　地　区 氏　名 電話番号

第
二
地
区
民
生
委
員　
　

　
　
　

・
児
童
委
員
協
議
会

朝日町

1･8･14支会 　橋本　和也 22-4366
2･7･15支会 　山田　時枝 24-3319
3･13･16支会 　山口　　武 21-5417
4･9･21･22支会 　片山　恭子 21-8281
5･6･12支会 　鳥羽　裕子 21-2833
10･11･20支会 　坂上　信子 21-0743
17～19支会 　松島　善江 21-6686
23～25支会（ダイアパレス） 　髙橋　麻里 23-3943

全域（主任児童委員） 　西本　好雄 21-2727
　赤沼　博美 24-3091

藤
田
・
仁
手
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

鵜　森 鵜森、寿3丁目4～10･11番の一部 ◯小林　正儀 21-7582
傍示堂 全域 　田村　純夫 21-2077

牧　西 １～13支会 　丸岡　重雄 24-3257
14～22支会 　石橋　淳一 22-4297

小和瀬 全域 　小野　恭子 22-8303
宮　戸 全域 　須長　富子 21-4405
堀　田 全域 　伊藤　幸雄 21-1932
滝　瀬 全域 　中西　靜江 22-2867
仁　手 全域 　卜部　廣子 24-2827
下仁手 全域 　劔持　一巳 21-4852
久々宇 全域 ◎中野勝三郎 21-7801
田　中 全域 　坂上　修一 21-0567
上仁手 全域 　鳥羽　英雄 21-5725

全域（主任児童委員） 　新井　茂夫 090-2476-2923
　福島　博子 24-0734

旭
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

都島･杉山 全域 ◯堀口　隼雄 21-3958
山王堂 全域 　福本アヱ子 21-3914
沼和田 全域 　久保　菊代 24-0723

小　島

1丁目（県営住宅） 　中島　順子 21-2107
1丁目1･2番、6丁目全域 　川原　明弘 37-1191
1丁目3～11番、千代
田2丁目5番 　新井　和子 24-4392

1丁目12･13番、5丁目全域 　並木　正文 21-7052
2丁目1･11番、3丁目1･
7番の一部、4丁目全域 　長濱　和子 22-3711

2丁目2･3･6･7･10番、
3丁目2･5･6番 　佐々木眞紀 24-8357

2丁目4･5･8･9番、
3丁目3･4番 　巴　　恒子 22-5555

小島南

1丁目 　古德美代子 21-9655
2丁目 　大野　壽郎 24-0606
3丁目1～4･10･11番 　髙橋　和代 21-3250
3丁目5～9番 　松本　正弘 22-1258

万年寺 1～9支会 ◎茂木　秀夫 21-6577
10～12支会 　髙橋　照子 24-2846

下野堂
1～7･11支会、小島3丁目
6，7支会（ＪＲ高崎線北） 　塩原　正美 24-5068

8～10支会（ＪＲ高崎線南） 　岩﨑　直和 21-5581
新井･三友 全域 　境野　匡子 090-4959-0519

全域（主任児童委員） 　松浦ともみ 23-2698
　埴岡ひづる 22-6254

寛
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対
象　

市
内
に
居
住
し
、
中
学
校

修
了
前
（
15
歳
到
達
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人

※
請
求
者
は
、
父
母
と
も
に
児
童

を
養
育
し
て
い
る
場
合
、
生
計
を

維
持
す
る
程
度
の
高
い
人
（
原
則

所
得
の
高
い
人
）
に
な
り
ま
す
。

○
申
請
が
必
要
で
す

　

次
の
も
の
を
用
意
し
て
窓
口
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
務
員
は
勤
務
先
で
の

申
請
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の

支
給
と
な
り
ま
す
。
申
請
が
遅
れ

た
場
合
、
期
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

手
当
を
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

用
意

・
印
鑑
（
朱
肉
を
必
要
と
す
る
も

の
）

・
本
人
確
認
で
き
る
も
の

・
申
請
者
名
義
の
金
融
機
関
の
預

金
通
帳

・
申
請
者
が
国
民
年
金
以
外
の
年

金
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、

申
請
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

又
は
年
金
加
入
証
明
書

※
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
書
類

（
所
得
課
税
証
明
書
な
ど
）
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
時
期　

２
月
、
６
月
、
10
月

の
各
月
10
日
（
そ
れ
ぞ
れ
の
前

月
分
ま
で
の
手
当
を
支
給
）

※
10
日
が
土
・
日
・
休
日
の
場
合

は
、
直
前
の
平
日
が
支
払
日
と
な

り
ま
す
。

　

児
童
手
当
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
育
ち
を

社
会
全
体
で
応
援
す
る
た
め
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

　

現
在
、
受
給
し
て
い
る
人
に
は

６
月
上
旬
に
、『
現
況
届
用
紙
』
を

郵
送
し
ま
す
。
必
ず
６
月
中
に
窓

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
な
い
場
合
、
６
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
窓
口
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き

が
遅
れ
た
場
合
、
遅
れ
た
月
分
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

や
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当
を
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
と

き
・
出
生
な
ど
に
よ
り
児
童
が
増
え

た
と
き

・
金
融
機
関
を
変
更
し
た
と
き

・
児
童
と
別
居
し
た
と
き

・
児
童
が
施
設
に
入
所
し
た
と
き

・
婚
姻
又
は
離
婚
に
よ
り
、
生
計

を
維
持
す
る
程
度
の
高
い
人
が

変
わ
っ
た
と
き

・
公
務
員
に
な
っ
た
と
き　

な
ど

【
児
童
扶
養
手
当
】

　

父
母
の
離
婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
っ

て
、
父
又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
や
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る

父
又
は
母
に
一
定
の
障
害
が
あ
る

人
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

　

一
定
の
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
し
ま
す
。

※
認
定
さ
れ
る
と
申
請
月
の
翌
月

分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

★
子
育
て
支
援
課（
市
役
所
２
階
）

　

☎
㉕
１
１
３
０

★
市
民
福
祉
課
（
総
合
支
所
）

　

☎
72
１
３
３
３

児
童
手
当
を
受
け
る
に
は
？

○
６
月
中
に
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
！

続
け
て
手
当
を
受
給
す
る
に
は
？

○
手
続
き
が
必
要
で
す
！

届
け
出
の
内
容
が
変
わ
っ
た
ら
？

他
に
も
こ
の
よ
う
な
手
当
が

あ
り
ま
す
（
重
複
受
給
可
）

お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
窓
口

年齢要件など 支給月額
３歳未満 １５，０００円
３歳以上
小学校修了前

第１子・第２子 １０，０００円
第３子以降 １５，０００円

中学生 １０，０００円
所得制限限度額以上（下記参照） 一律 ５，０００円

扶養親族等の数 所得制限限度額（万円） 収入額の目安（万円）
０人 622.0  833.3
１人 660.0  875.6
２人 698.0  917.8
３人 736.0  960.0
４人 774.0 1002.1
５人 812.0 1042.1
６人以上 １人につき＋38万円

支給される手当額

※第○子とは、18歳になる日以後の最初の３月31日
までの児童の順番です。

※「収入額の目安」は、給与収入のみで計算しています。
※老人控除対象配偶者又は老人扶養親族がいる場合は、
１人につき所得制限限度額に６万円を加算します。

所得制限限度額（平成24年６月分の手当より）

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
保
護
者
の
み
な
さ
ん

児
童
手
当
を
忘
れ
な
い
で
ね

　

こ
の
計
画
は
、
次
の
４
つ
の
柱

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
基
本
方
針
：
施
設
に
関
す
る
全

体
的
な
方
針

・
基
本
原
則
：
基
本
方
針
を
踏
ま

え
た
財
政
負
担
の
縮
減
や
施
設

全
体
の
最
適
化
に
向
け
た
全
体

目
標

・
取
組
方
針
：
基
本
原
則
の
達
成

に
向
け
た
施
設
全
体
の
方
針

・
施
設
種
別
方
針
：
各
施
設
種
別

の
独
自
の
方
針

　

今
後
は
、
本
計
画
に
基
づ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
実
情
や
課
題

を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
整
備
や
管

理
運
営
な
ど
に
関
し
て
検
討
を
進

め
ま
す
。

9

　

市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
（
※

１
）
の
半
数
以
上
が
建
築
後
30
年

以
上
を
経
過
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

老
朽
化
が
進
む
こ
と
で
、
施
設
の

大
規
模
な
改
修
や
建
て
替
え
を
迫

ら
れ
る
と
き
が
必
ず
訪
れ
ま
す
。

「
そ
の
と
き
」、
大
き
な
財
政
負
担

が
か
か
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
税
収
の
伸
び
悩
み

や
扶
助
費
の
増
大
な
ど
、
厳
し
さ

の
続
く
財
政
状
況
下
に
お
い
て
、

公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に
支
出
で

き
る
費
用
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

（
※
２
）。

　

市
で
は
、
公
共
施
設
を
適
正
に

維
持
管
理
し
な
が
ら
、
公
共
施
設

に
か
か
る
将
来
コ
ス
ト
を
縮
減
し

て
い
く
た
め
、
平
成
27
年
３
月
に

『
本
庄
市
公
共
施
設
再
配
置
計
画
』

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

迫
り
来
る
「
そ
の
と
き
」
を
迎

え
る
前
に
、
み
な
さ
ん
も
一
緒
に

「
公
共
施
設
」
の
将
来
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

　
「
本
庄
市
公
共
施
設
再
配
置
計

画
」
と
計
画
の
概
要
版
は
次
の
場

所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
閲
覧
・
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

●
図
書
館（
本
館
・
分
館
）：
閲
覧
・

貸
し
出
し

●
企
画
課（
市
役
所
３
階
）：
閲
覧

●
総
務
課（
総
合
支
所
）：
閲
覧

【
基
本
方
針
】

①
財
政
負
担
の
縮
減

　

施
設
の
統
廃
合
や
長
寿
命
化
を

図
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
維
持

管
理
・
運
営
と
効
果
的
な
活
用
に

取
り
組
む
。

②
施
設
の
安
全
性
確
保

　

耐
震
改
修
や
老
朽
化
対
策
等
に

よ
る
施
設
の
安
全
性
の
確
保
に
取

り
組
む
。

③
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
と
質

の
向
上

　

市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
の
変

化
に
応
じ
た
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
集

約
化
等
に
よ
る
効
率
化
や
質
の
向

上
に
取
り
組
む
。

【
基
本
原
則
】

原
則
１　

公
共
施
設
の
総
数
（
１

１
６
施
設
）
の
削
減

原
則
２　

公
共
施
設
の
総
量
（
総

床
面
積
）
の
削
減

　

↓
目
標
：
30
年
間
で
15
％

（
約
３
万
㎡
）

原
則
３　

公
共
施
設
に
お
け
る
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減

【
取
組
方
針
】

①
施
設
の
総
数
・
総
量
削
減
と
既

存
施
設
の
有
効
活
用

②
施
設
の
長
寿
命
化
の
推
進

③
施
設
の
安
全
性
の
確
保
（
老
朽

化
・
耐
震
化
対
応
）

④
施
設
の
維
持
管
理
・
運
営
の
効

率
化

⑤
地
域
特
性
等
を
踏
ま
え
た
施
設

サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化

⑥
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実

効
性
を
高
め
る
た
め
の
方
策

【
施
設
種
別
方
針
】

・
15
種
類
の
施
設
種
別
（
公
民
館
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
学
校
な
ど
）

ご
と
に
、
施
設
の
更
新
・
機
能

見
直
し
や
維
持
管
理
・
運
営
の

効
率
化
な
ど
を
進
め
る
た
め
の

内
容
を
定
め
た
独
自
の
方
針
に

加
え
、
更
新
時
の
方
向
性
、
配

置
の
考
え
方
等

・
低
未
利
用
地
の
活
用
方
針

★
企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
概
要

※
１　

公
共
施
設
と
は
、
小
中
学
校
や
公
民

館
、
体
育
館
な
ど
の
公
共
建
築
物
１
１
６
施

設
を
対
象
と
し
、
延
床
面
積
合
計
は
約
20
万

㎡
に
な
り
ま
す
。

※
２　

対
象
施
設
を
将
来
的
に
全
て
維
持
す

る
場
合
、
今
後
30
年
間
で
約
４
４
５
億
円
も

の
更
新
（
建
替
）
費
用
が
必
要
で
あ
り
、
こ

の
う
ち
約
２
３
１
億
円
が
不
足
す
る
こ
と
が

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

「今」考える―

公 共 施 設
「
そ
の
と
き
」
に
備
え
て

「
公
共
施
設
」
の
現
状

み
ん
な
で
考
え
る

「
公
共
施
設
」
の
将
来
像
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国民年金保険料　　月額　　１５,５９０円
※保険料納付は、割引が受けられる口座振替や前納制度をご利用ください。

老齢基礎年金額　　年額　７８０,１００円
※20歳から60歳までの40年間、国民年金保険料を全額納付した場合の年金額です。

障害基礎年金額　　年額　９７５,１００円（１級）
　　　　　　　　　　　　７８０,１００円（２級）
※この額に、子の加算額として第１・２子までは１人につき２２４,５００円、
第３子以降は１人につき７４,８００円が加算されます（18歳到達年度末日まで
の子、又は20歳未満で障害年金の障害等級１級又は２級の子が加算の対象です）。

　次の表に該当する心身障害者が、要件を満たした場合、通院・通学や生業等のために使用する軽自動車・普通
自動車等のうち、障害者１人につき１台に限り、軽自動車税・自動車税・自動車取得税の減免を受けることがで
きます。なお、自動車税、自動車取得税の減免額には上限があります。

要件　次のいずれかに該当する場合
　○ 車両の所有者及び運転者が該当者本人又は、該当者と生
計をともにする人の場合

　○ 該当者のみで構成される世帯が所有する車両を、常時介
護する人が運転する場合

①軽自動車等の手続き　（※毎年申請が必要です。）
申請場所　課税課（市役所１階）　申請期限　６月１日㈪
※継続申請の人は、市民福祉課（総合支所仮庁舎）でも手続
きできます。詳しくは、課税課へお問い合わせください。
★課税課☎㉕1122・ｆ㉕1191、市民福祉課☎721333

②普通自動車の手続き
申 請場所　県内各県税事務所、自動車税事務所及び各支所（大
宮・熊谷・所沢・春日部）
申請期限　６月１日㈪
※減免登録が済んでいる場合は改めて申請を行う必要はあり
ません。自動車税については本庄県税事務所、自動車取得税
については自動車税事務所熊谷支所へお問い合わせください。
★ 本庄県税事務所☎㉒6100・ｆ㉒2844、自動車税事務所熊
谷支所☎048－532－8011

《①②共通》
持参するもの　
・ 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳と自
立支援医療受給者証
・印鑑
・運転者の自動車運転免許証
・自動車検査証
・納税通知書
※その他、必要な書類がある場合があります。

心身障害者の「軽自動車税・自動車税・自動車取得税」が減免になります

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合か
らの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６

７日㈭・11日㈪・18日㈪・25日㈪・６月１日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６

11日㈪・18日㈪・25日㈪・６月１日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

１日㈮～６日㉁、９日㈯～13日㈬

今月の納税納付［納期限：６月１日㈪］
・軽自動車税　全期　　　　・固定資産税　１期
・自動車税　　全期
※自動車税のお問い合わせは自動車税コールセンター
（☎050－3786－1222）へ

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　５月７日㈭・６月５日㈮　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所仮庁舎　市民福祉課税務係☎72１３３３
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口を、
総合支所仮庁舎へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
学
生
の
た
め
収
入
が

な
く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
４
月
よ
り
平

成
27
年
度
の
受
付
を
開
始
し
ま
し

た
の
で
、
制
度
を
利
用
し
た
い
人

は
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
在
学
期

間
中
の
保
険
料
を
後
払
い
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

承
認
期
間
は
、
将
来
の
老
齢
基

礎
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ

れ
ま
す
（
下
記
の
追
納
制
度
を
利

用
す
れ
ば
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま

す
）。

　

ま
た
、
病
気
や
事
故
な
ど
に
よ

る
障
害
・
死
亡
の
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
及
び
遺
族
基
礎
年
金
の
納

付
要
件
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
先　

市
民
課
（
市
役
所
１

階
）、
市
民
福
祉
課
（
総
合
支
所
）、

年
金
事
務
所
の
い
ず
れ
か

持
参
す
る
も
の　

年
金
手
帳
、
申

請
年
度
の
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
。

た
だ
し
、
有
効
期
限
が
裏
面
記

載
の
場
合
は
両
面
コ
ピ
ー
）
又

は
在
学
証
明
書
、
印
鑑

　

保
険
料
免
除
、
若
年
者
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
な
ど
の
免
除

制
度
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
を

受
け
取
る
た
め
の
受
給
資
格
期
間

に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
受
け
取

る
年
金
額
は
保
険
料
を
全
額
納
付

し
た
場
合
よ
り
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
10

年
以
内
な
ら
遡
っ
て
保
険
料
を
納

め
る
（
＝
追
納
）
こ
と
が
で
き
、

追
納
を
す
る
と
初
め
か
ら
納
め
て

い
た
の
と
同
じ
扱
い
に
な
り
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
３
年
度
目
以
降
の
追
納
は
、
当

時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
金
が

つ
き
ま
す
。

手
続
き
先　

市
民
課
、
市
民
福
祉

課
、
年
金
事
務
所
の
い
ず
れ
か

持
参
す
る
も
の　

年
金
手
帳
、
印

鑑

20
歳
以
上
の
学
生
の
み
な
さ
ん
へ

「
追
納
」
を
お
勧
め
し
ま
す
！

　年金を受けるには、自分で年金請求の手続きをする必要があります。年金の受給開始年齢になったら、忘
れずに請求手続きをしてください。受給開始年齢になる誕生日の前日から手続きができます。

①「ねんきん定期便」等で加入期間に漏れや誤り
がないか確認する
②受給開始年齢の３か月前に日本年金機構から年
金請求書が届く
③年金請求書に必要事項を記入し、添付書類とと
もに右記の請求先へ提出する
④１～２か月後、年金事務所から年金証書、年金
決定通知書が届く
⑤１～２か月後、初回の年金が支払われ、金融機
関で受け取る人には振込通知書が届く
⑥以降は年６回、偶数月の15日にその前月まで
の２か月分が支払われる（例　６月に支払われ
る年金は４、５月の２か月分）

年金の請求手続きは忘れずに！

年金請求から受給まで（国民年金・厚生年金の場合）

加入していた年金の種類 請求先

国民年金のみ加入していた人で
第１号被保険者の期間のみの人

市民課、市民福祉
課、年金事務所の
いずれか

国民年金のみ加入していた人で
第３号被保険者の期間がある人 年金事務所
厚生年金のみ
共済年金のみ 各共済組合
厚生年金＋国民年金 年金事務所
共済年金＋国民年金

年金事務所
＋各共済組合共済年金＋厚生年金

厚生年金＋共済年金＋国民年金

【年金の請求先】

平
成
27
年
度

国民年金からのお知らせ

★障害福祉課☎㉕1125・ｆ㉓1963

減免の対象となる障害の区分及び級
手帳の種類及び障害の区分 減免の対象となる障害の級

身
体
障
害
者
手
帳

心臓､じん臓、呼吸器、
小腸、ぼうこう又は直腸 １級又は３級

体幹 １級から３級まで及び５級

聴覚 ２級又は３級

視覚
１級から３級まで及び４級
の１（４級のうち両眼の視
力の和が0.09～ 0.12）

音声又は言語機能 ３級（こう頭が摘出された
場合に限ります。）

平衡感覚 ３級

上肢 １級又は２級

下肢 １級から６級まで

乳幼児期以前の非進行性
脳病変による運動機能
（上肢）

１級又は２級

乳幼児期以前の非進行性
脳病変による運動機能
（移動）

１級から６級まで

ヒト免疫不全ウィルスに
よる免疫機能、肝臓 １級から３級まで

戦傷病者手帳 身体障害者手帳の減免の範
囲に準じます。

療育手帳 Ⓐ又はA

精神障害者保健福祉手帳 １級で、かつ精神通院医療
を受けている人

※障害名が「左半身不随」のような場合は、障害の区分
ごとの等級（上肢○級、下肢○級）により判定します。

＊国民年金についてのご相談・お問い合わせは下記へ
★市民課国民年金係☎㉕1114
★市民福祉課市民係☎721333
★熊谷年金事務所☎048－522－5012

年
金
手
帳
は大切

に
ね！
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４
月
１
日
付
け　

異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

　

市
で
は
、
次
の
よ
う
な
人
事
異

動
を
発
令
し
ま
し
た
。
新
採
用
・

退
職
者
以
外
は
課
長
級
以
上
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。（　

）
内
は
旧

職
で
す
。

【
企
画
財
政
部
】

▽
部
長
（
企
画
財
政
部
付
・
児
玉

郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
）
今
井

和
也
▽
秘
書
広
報
課
長
（
財
政
課

長
補
佐
兼
財
政
係
長
）
原
史
子
▽

財
政
課
副
参
事
（
建
設
課
長
補
佐

兼
道
路
整
備
係
長
）
宮
前
恒
夫

【
総
務
部
】

▽
行
政
管
理
課
長
（
子
育
て
支
援

課
長
）中
山
秀
明
▽
収
納
課
長（
債

権
回
収
対
策
室
長
）
山
田
由
幸
▽

債
権
回
収
対
策
室
長
（
債
権
回
収

対
策
室
長
補
佐
兼
債
権
回
収
対
策

係
長
）
高
橋
利
征

【
市
民
生
活
部
】

▽
部
長
（
秘
書
広
報
課
長
）
市
川

一
正
▽
市
民
活
動
推
進
課
長
（
危

機
管
理
課
長
補
佐
兼
安
全
安
心
係

長
）
杉
山
茂
俊

【
福
祉
部
】

▽
子
育
て
支
援
課
長（
農
政
課
長
）

津
久
井
伊
久
弥

【
経
済
環
境
部
】

▽
環
境
推
進
課
長
（
収
納
課
長
）

木
村
章
寿
▽
商
工
観
光
課
長
（
商

工
課
長
）
石
川
悦
男
▽
農
政
課
長

（
環
境
推
進
課
長
補
佐
兼
環
境
衛

生
係
長
）
井
上
務

【
都
市
整
備
部
】

▽
部
長
（
水
道
部
長
）
小
内
修
▽

都
市
計
画
課
長
（
行
政
管
理
課
長

補
佐
兼
行
政
管
理
係
長
）
韮
塚
亮

▽
市
街
地
整
備
課
長
（
建
設
課
長

補
佐
兼
道
路
維
持
係
長
）
笠
原
秀

夫【上
下
水
道
部
】

▽
部
長
（
拠
点
整
備
推
進
課
長
）

高
橋
哲
仁

【
児
玉
総
合
支
所
】

▽
総
合
支
所
長
兼
総
務
課
長
（
都

市
計
画
課
長
）
田
島
美
佐
夫
▽
環

境
産
業
課
長
（
環
境
推
進
課
長
）

田
島
賢
二

﹇
会
計
課
﹈

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
会

計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
）
山
中

久
子

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▽
事
務
局
長
（
行
政
管
理
課
長
）

稲
田
幸
也
▽
図
書
館
長
（
総
務
課

長
）
高
木
弘
之
▽
図
書
館
副
参
事

兼
児
玉
分
館
係
長
（
環
境
産
業
課

長
）
武
田
欽
一
郎

﹇
農
業
委
員
会
事
務
局
﹈

▽
事
務
局
長
（
児
玉
税
務
対
策
室

長
）
松
田
芳
幸

４
月
１
日
付
け　

派
遣

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
へ

企
画
財
政
部
付
（
市
民
活
動
推
進

課
長
）
山
口
健
司

４
月
１
日
付
け　

新
採
用

▽
課
税
課
髙
栁
幸
恵
・
福
島
宏
紀

▽
市
民
課
長
原
亮
・
小
﨑
碧
▽
社

会
福
祉
課
宮
本
慶
子
▽
障
害
福
祉

課
町
村
幸
夫
▽
子
育
て
支
援
課
神

山
清
香
・
濱
野
愛
子
・
松
本
綾
・

村
松
亮
・
小
久
保
茉
衣
子
▽
保
険

課
笠
原
洋
介
▽
介
護
い
き
が
い
課

善
養
寺
真
理
子
▽
商
工
観
光
課
金

井
真
理
子
▽
建
設
課
浅
見
陽
平
▽

営
繕
住
宅
課
石
川
皓
章
▽
水
道
課

武
井
寛
人
▽
生
涯
学
習
課
櫻
井
香

織
▽
学
校
教
育
課
木
村
健
治
（
埼

玉
県
か
ら
派
遣
）・
市
川
宝
生
（
埼

玉
県
か
ら
派
遣
）

３
月
31
日
付
け　

退
職

▽
新
井
次
郎
（
企
画
財
政
部
長
）

▽
小
谷
野
猛
（
市
民
生
活
部
長
）

▽
金
井
丈
夫
（
都
市
整
備
部
長
）

〈
再
任
用
・
行
政
管
理
課
（
岩
手

県
陸
前
高
田
市
へ
）〉
▽
奥
原
栄

一
（
児
玉
総
合
支
所
長
）
▽
関
和

成
昭
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

▽
金
井
紀
夫
（
会
計
管
理
者
兼
会

計
課
長
）
▽
桜
場
幸
男
（
図
書
館

長
）〈
再
任
用
・
財
政
課
〉
▽
根

岸
潔
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

▽
根
岸
重
芳
（
財
政
課
副
参
事
）

▽
関
口
輝
夫（
下
水
道
課
長
補
佐
）

▽
福
島
一
順
（
市
民
福
祉
課
長
補

佐
兼
福
祉
係
長
）
▽
根
岸
誠
（
体

育
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）
▽
平

野
真
澄
（
市
民
課
庶
務
係
長
）
▽

加
藤
忠
行
（
子
育
て
支
援
課
日
の

出
児
童
セ
ン
タ
ー
係
長
）
▽
山
本

弘
子
（
子
育
て
支
援
課
い
ず
み
保

育
所
長
）
▽
青
木
正
信
（
建
築
開

発
課
開
発
指
導
係
長
）〈
再
任
用
・

都
市
計
画
課
〉
▽
倉
林
隆
夫
（
市

民
福
祉
課
主
査
）〈
再
任
用
・
市

民
福
祉
課
〉
▽
山
口
功
子
（
子
育

て
支
援
課
調
理
員
）
▽
福
島
光
良

（
社
会
福
祉
課
専
門
員
）
▽
星
野

美
由
貴（
子
育
て
支
援
課
専
門
員
）

▽
鈴
木
徳
雄
（
生
涯
学
習
課
専
門

員
）
▽
茂
木
重
行
（
議
会
事
務
局

専
門
員
）
▽
藤
井
繁
明
（
参
事
兼

エ
コ
タ
ウ
ン
推
進
室
長
）
埼
玉
県

へ
▽
小
林
潤
（
指
導
主
事
兼
学
校

教
育
課
長
）
埼
玉
県
へ
▽
相
原
裕

一
（
環
境
推
進
課
主
任
）
児
玉
郡

市
広
域
市
町
村
圏
組
合
へ
▽
田
島

清
孝
（
総
務
課
主
任
）
児
玉
郡
市

広
域
市
町
村
圏
組
合
へ

▽
小
此
木
幸
江
（
行
政
管
理
課
主

査
）

　４月12日に行われた埼玉県議会議員一般選挙
北第３区（本庄市、神川町、上里町）は開票の結
果、現職の斉藤邦明氏、元本庄市議の飯塚俊彦氏
が当選しました。本庄市の投票率は40.49％、
各候補者の得票数は次のとおりです。　

第１回平成27年度本庄市職員技術職（土木・建築）及び
保健師採用試験を実施します

★行政管理課☎㉕１１６０
◆第１次試験日　７月26日㈰（採用予定日　平成28年４月１日㈮）
◆募集職種等

※地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当する人は受験できません。
◆受験案内・申込書等の配布　５月１日㈮～６月12日㈮　※郵送請求の場合のみ６月５日㈮必着
　①行政管理課（市役所３階）及び総務課（総合支所仮庁舎）で配布
　※土・日・休日を除く午前８時30分～午後５時15分
　②市のホームページ（http://www.city.honjo.lg.jp/）からダウンロードできます。
　③郵送請求　
　　・返信用封筒（Ａ4判の用紙が折らずに入る封筒に120円分の切手を貼り、請求者の郵便番号・住所・氏

名を記入したもの）を同封のうえ請求してください。
　　・封筒の表には、「受験案内請求」と朱書きしてください。
　　・返信用封筒の請求者の氏名の後には「様」を記入してください。
　◎請求先　〒３６７－８５０１　本庄市本庄３－５－３　本庄市総務部行政管理課職員係　宛
◆申込期間　６月11日㈭～13日㈯　午前９時～午後５時（13日㈯は正午まで）
◆申込方法　市役所３階特別会議室（13日㈯は市役所１階市民ホール）まで本人が直接持参
※郵送での申し込みはできません。
※一般事務職等の採用試験は９月に実施を予定しています。詳しくは、広報ほんじょう及び市ホームページで
お知らせします。

募集職種 募集人数 学歴･資格等 年齢

技術職
（土木） ２名程度

大学卒 学校教育法による大学を卒業した人又は平
成28年３月までに卒業見込みの人 昭和60年４月２日以降に生まれた人

短大卒 学校教育法による短期大学を卒業した人又
は平成28年３月までに卒業見込みの人 平成元年４月２日以降に生まれた人

技術職
（建築） ２名程度

大学卒 学校教育法による大学を卒業した人又は平
成28年３月までに卒業見込みの人 昭和60年４月２日以降に生まれた人

短大卒 学校教育法による短期大学を卒業した人又
は平成28年３月までに卒業見込みの人 平成元年４月２日以降に生まれた人

保健師 ２名程度 － 保健師の資格を有する人又は平成28年３月
までに保健師の資格を取得する見込みの人 昭和60年４月２日以降に生まれた人

　

４
月
１
日
か
ら
、
組
織
の
一
部

を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
。

○ 

上
下
水
道
部
（
水
道
課
・
下
水

道
課
）
の
設
置

　

都
市
整
備
部
下
水
道
課
と
水
道

部
水
道
課
を
一
体
と
し
た
「
上
下

水
道
部
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

※
場
所
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水
道
課
（
水
道
庁
舎
）・
下
水
道

課
（
市
役
所
２
階
）
で
す
。

○ 

商
工
観
光
課
（
観
光
振
興
係
・

商
工
労
政
係
）
の
設
置

　

市
の
観
光
振
興
を
積
極
的
に
図

る
た
め
「
商
工
課
」
を
「
商
工
観

光
課
」
に
改
め
ま
し
た
。

　
「
商
工
観
光
係
」
と
「
消
費
労

政
係
」
を
見
直
し
「
観
光
振
興
係
」

と
「
商
工
労
政
係
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

○ 

市
街
地
整
備
課
（
市
街
地
整
備

係
・
本
庄
早
稲
田
の
杜
づ
く
り

係
・
区
画
整
理
係
）
の
設
置

　

本
庄
駅
北
口
、
児
玉
駅
周
辺
地

○ 

市
民
課
・
年
金
保
険
係
を
市
民

課
・
国
民
年
金
係
に
名
称
変
更

○ 

社
会
福
祉
課
・
生
活
支
援
係
を

新
設

○ 

子
育
て
支
援
課
・
児
玉
児
童
セ

ン
タ
ー
係
を
新
設

○ 

都
市
計
画
課
・
公
園
係
を
都
市

計
画
課
・
施
設
公
園
係
に
名
称

変
更

○ 

生
涯
学
習
課
・
中
央
公
民
館
係

を
生
涯
学
習
課
・
公
民
館
係
に

名
称
変
更

★
企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７

区
及
び
本
庄
早
稲
田
の
杜
地
区
の

整
備
や
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
た

め
、「
拠
点
整
備
推
進
課
」
を
「
市

街
地
整
備
課
」
に
改
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
拠
点
推
進
係
」
を
「
市

街
地
整
備
係
」
に
改
め
、「
区
画

整
理
係
」
を
都
市
計
画
課
か
ら
移

管
し
ま
し
た
。

○
エ
コ
タ
ウ
ン
推
進
室
を
廃
止

　
「
環
境
推
進
課
」
に
「
エ
コ
タ
ウ

ン
推
進
係
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

○
児
玉
税
務
対
策
室
を
廃
止　

部
の
設
置

課
の
設
置
等

係
の
設
置
等

市
役
所
組
織
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

４
月
10
日
付
け　

死
亡
退
職

候補者氏名 北 第 ３ 区
得 票 数

うち本庄市
得 票 数

当 斉藤 邦明 13,695 5,395

当 飯塚 俊彦 11,689 10,275

小暮 敏美 7,869 3,393

鯨井 武明 7,629 6,023
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平成26年度　情報公開・個人情報保護制度実施状況をお知らせします

★行政管理課☎㉕１１６１

　市では、開かれた民主的な市政の実現を目指し、情報公開及び個人情報保護制度を実施しています。

個人情報保護制度

情報公開制度
○公開を請求できる人　どなたでも
○ 公開を請求できる情報　平成18年１月10日以後に市職員が職務上作成又は取得した文書、図画、写真、フィ
ルム及び磁気テープなどで実施機関が保有しているもの（平成18年１月９日以前の情報についてもできる
限り公開しています。）

　平成26年度情報公開制度実施状況

○ 開示を請求できる人　市に自分の情報が記録・保管されている本人（未成年者の場合は、法定代理人による
代理人請求が可能です。）
○制度を利用してできること
　 情報の開示、事実と異なる情報の訂正、収集された情報の削除（手続きに違反しているとき）、情報の利用・
提供の中止（手続きに違反しているとき）

請求：平成18年1月10日以後に市職員が職務上作成又は取得した情報の公開を請求権者が求めること
申出：請求以外の場合       
※1件の公開請求に対し、複数の決定がなされたものがあったため、決定内容等の合計が受付件数の合計よ
りも多くなっています。

※今年度は、個人情報の訂正、削除及び利用・提供の停止に関する請求はありませんでした。
※不開示とは、不存在及び存否応答拒否等を理由とする決定です。
※公開できない内容の主なものは、請求者本人以外の個人情報等です。

「
総
検
校
塙
保
己
一
先
生

遺
徳
顕
彰
会
」
の
総
会

を
開
催
し
ま
す

実施機関
受付件数 決定内容等

請求 申出 全部公開 部分公開 不存在 非公開 取下げ
市 長 51  5 56  87 8 11 1
教 育 委 員 会  8  6  4  12 1  1 1
議 会  2  0  2   2 0  0 0
そ の 他  1  0  0   1 0  0 0
合　計 62 11 62 102 9 12 2

実施機関 受付件数
決定内容等

全部開示 部分開示 不開示
市 長 18 3 12 3
そ の 他  0 0  0 0
合 計 18 3 12 3

平成26年度個人情報保護制度実施状況

　

郷
土
出
身
の
偉
人
、
塙
保
己
一

先
生
の
偉
業
を
称
え
、
優
れ
た
業

績
を
広
く
社
会
に
発
信
す
る
た
め

遺
徳
顕
彰
会
が
設
立
さ
れ
、
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
と
お
り
総
会
と
記
念
講

演
を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
23
日
㈯　
午
後
２
時
〜

４
時

会
場　

セ
ル
デ
ィ

内
容　

総
会
、
記
念
講
演

○
「
記
念
講
演
」

講
師　

斎
藤　

幸
一　

氏
（
公
益

社
団
法
人 

温
故
学
会
理
事
長
）

演
題　
「
保
己
一
少
年
、
15
歳
の

旅
立
ち
〜
温
故
学
会
の
塙
保
己

一
像
と
新
塙
保
己
一
像
〜
」

※
今
年
度
、
新
幹
線
本
庄
早
稲
田

駅
前
に
銅
像
を
建
立
す
る
予
定
で

す
。
講
演
は
そ
の
銅
像
の
姿
に
ち

な
ん
だ
内
容
で
す
。

★
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕

彰
会
事
務
局
（
セ
ル
デ
ィ
内
）

　

☎
72
８
８
５
１　

オオキンケイギク

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

「
特
定
外
来
生
物
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
『
特
定
外
来
生
物
』
は
、
人
の

健
康
、
生
態
系
、
農
林
水
産
業
な

ど
に
被
害
を
も
た
ら
す
生
物
と
し

て
、
環
境
省
が
指
定
し
た
外
来
生

物
で
す
。

　

飼
育
、
栽
培
、
保
管
、
譲
渡
、

運
搬
、
販
売
、
野
外
へ
の
放
出
が

法
律
で
禁
止
さ
れ
、
駆
除
の
対
象

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
内
で
は
次
の
よ
う
な
生

物
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　

３
月
31
日
に
任
期
満
了
と
な
っ

た
行
政
相
談
委
員
に
つ
い
て
、
左

記
の
３
人
が
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

石田 祐寛 氏竹沢 弘子 氏奥原 栄一 氏

　
「
コ
バ
ト
ン
お
達
者
倶
楽
部
」

は
埼
玉
県
が
す
す
め
て
い
る
介
護

予
防
事
業
の
一
つ
で
す
。
登
録
店

の
中
か
ら
目
標
の
お
店
を
１
か
所

決
め
、
楽
し
く
お
買
い
物
を
し
、

ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
が
10
個
た
ま
る
と
、
お

店
か
ら
ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。

　

定
期
的
な
外
出
と
い
う
気
軽
な

健
康
づ
く
り
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

参
加
方
法　

①
介
護
い
き
が
い
課
（
市
役
所
１

階
）・
市
民
福
祉
課
（
総
合
支

所
）・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
い
ず
れ
か
で
「
コ
バ
ト
ン
お

達
者
倶
楽
部
カ
ー
ド
」
と
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
、
市
内
登
録
店
一
覧

表
を
受
け
取
り
ま
す
。

※
カ
ー
ド
は
ご
本
人
に
の
み
お
渡

し
し
ま
す
。
代
理
は
不
可
。

②
登
録
店
の
中
か
ら
目
標
の
お
店

を
１
か
所
を
選
び
、
買
物
な
ど

を
し
て
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も

ら
い
ま
す
。（
１
日
１
個
ま
で
）

③
３
か
月
以
内
に
ス
タ
ン
プ
が
10

個
た
ま
っ
た
ら
、
そ
の
登
録
店

か
ら
特
典
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
登
録
店
は
特
典
内
容
を
記
載
し

た
ス
テ
ッ
カ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
し
て
い
ま
す
。

【
店
舗
・
企
業
の
皆
様
へ
】

　

登
録
店
と
な
っ
て
も
ら
え
る
店

舗
・
企
業
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２

７

生
息
場
所

：

地
面
や
人
工
物
の
く

ぼ
み
や
隙
間
な
ど

特
徴

：

体
全
体
が
光
沢
の
あ
る
黒

色
。
メ
ス
は
毒
を
持
ち
、
腹
部

の
背
面
に
赤
い
縦
条
模
様
が
あ

り
ま
す
。

　
　

噛
ま
れ
る
と
、
腫
れ
や
頭
痛

な
ど
の
症
状
が
出
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

対
処
方
法

：

素
手
で
さ
わ
ら
ず
、

環
境
推
進
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　

万
が
一
、
噛
ま
れ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

開
花
時
期

：

５
〜
７
月

特
徴

：

コ
ス
モ
ス
に
似
た
黄
色
の

花
が
咲
き
ま
す
。

駆
除
方
法

：

根
ご
と
引
き
抜
き
、

燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

セアカゴケグモ

★
環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
３

コ
バ
ト
ン
お
達
者
倶
楽
部

　

〜
ス
タ
ン
プ
を
た
め
て
、

　
　
　
　
　
　

お
得
に
楽
し
く
健
康
づ
く
り
〜

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

　

行
政
相
談
委
員
は
国
や
県
な
ど

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情

や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
日
時
は
、
毎
月
第
３
木
曜

日
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
（
27

ペ
ー
ジ
参
照
）
で
す
。

★
市
民
課
☎
㉕
１
１
１
３
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★ ６月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。５月生まれのみんな

あて先 〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　Ｆ㉑８499　※締め切りは５月15日㈮必着です。 16

日々色々な表情
をみせ成長して
くれてありがと
う。元気に大き
くなってね。

パパもママもお
兄ちゃんもたっ
くんのことが大
好きだよ♪１歳
のお誕生日おめ
でとう

１歳のお誕生日
おめでとう亜
萌梨の笑顔のお
かげで幸せこ
れからも元気に
育ってね

幸せを運んでき
てくれた我が家
の天使生まれ
てきてくれてあ
りがとう。成長
が楽しみ♪

小
こ

暮
ぐれ

　大
たい

翔
と

ちゃん〈１歳〉
（栗崎）

渡
わたなべ

邉　亜
あ

萌
め

梨
り

ちゃん〈１歳〉
（銀座１丁目）

丸
まるばし

橋　芽
め

依
い

ちゃん〈１歳〉
（傍示堂）

３歳のお誕生日
おめでとう大
きくなったね。
ももかのペース
で成長してくだ
さい。

田
た

岡
おか

　桃
もも

果
か

ちゃん〈３歳〉
（本庄２丁目）

内
うち

野
の

　翔
しょう

太
た

ちゃん〈１歳〉
（仁手）

17

善意ありがとうございます

　国際ロータリー第２５７０地
区第４グループ都市連合会から、
図書館に５万円のご寄附をいた
だきました。
　寄附金は紙芝居用舞台の購入
に充て、子どもたちへの読み聞
かせに活用させていただきます。
ありがとうございました。

（敬称略）
★図書館☎㉔３７４６

　埼玉県北部読売会深谷支部と
加納設備㈱から｢本庄市教育振
興基金｣にご寄附をいただきま
した。いただいた寄附金は、有
効に活用させていただきます。
ありがとうございました。

（敬称略）
★教育総務課☎㉕１１８２

本庄市民ホールコンサートVol.５
水無月コンサート

日 時　６月７日㈰
　午後１時30分～３時
会場　本庄市役所１階市民ホール
費用　無料
定員　300人
※企画運営委員募集中です。
問い合わせ　片山☎090-1659-6964

行

　＝行事案内　　　＝会員募集募行

みなさんの情報交換の場でんごん広場

でんごん広場の掲載希望や
掲載申し込みは、秘書広報
課（☎㉕１１５５）へお問
い合わせください。

4/5 若泉第１テニスコート人工芝化
　若泉第１テニスコートが砂入り人口芝コートにリニューアル
し、オープニングイベントとして、「はにぽん」による打ち初
めと、元全日本ダブルスランキング１位の田村伸也プロによる
テニス教室を開催しました。参加したみなさんの、真剣な表情
で練習に取り組む姿が印象的でした。

　市立小学校12校・中学校４校
で入学式が行われました。小学校
では667人、中学校では660人
の新入生が集い、新たな学校生活
のスタートを切りました。

　産泰神社では、お腹に宿った赤ちゃん
が抵抗なく生まれることを祈願して、底
の抜けたヒシャクを奉納します。また、
子宝を授かりたい人は底のあるヒシャク
の奉納をします。今年も多くの参拝者が
新たな命の誕生に願いを込めました。

01.みんなで記念写真　02. はにぽんによる打ち初め　03.田村伸也プロ　
04. 熱心な指導を受ける参加者たち

01.02.03.　共和小学校入学式

　若泉運動公園第２グラウンドで桜ま
つりが行われました。
　会場では、地元グルメや限定商品の
販売のほか、ステージでは、本庄市出
身のシンガーソングライター、力山哲
也さんによる弾き語りや、武蔵青嵐太
鼓による力強い演奏など、その他さま
ざまなイベントが行われ、大きな盛り
上がりを見せました。

01.和太鼓演奏（武蔵青嵐太鼓）　02.ミニトレイン＆ミ
ニＳＬ　03.力山哲也さん　04.ガールズバンド「Ｔｒ
Ａｓｔメルヘン」

4/8 市立小中学校で入学式 4/4 産泰神社例大祭

4/4 若泉公園桜まつり

本庄市文化展
日 時　５月29日㈮～31日㈰
　午前９時～午後５時
※31日㈰は午後３時まで。
会場　本庄市役所１階市民ホール
費用　無料
問い合わせ　森田☎080-3209-5545

行

本庄市俳句連盟主催
俳句教室

日 時　６月20日㈯
　午後２時30分～４時30分
場所　はにぽんプラザ
費用　無料
定員　10人
＊事前に下記へお申し込みください。
問い合わせ　八木☎72６５０１

行

外国人のための
日本語勉強クラブ

（日本語を教えるボランティアの募集）
日 時　毎週日曜日　
　午前10時～正午
会 場　中央公民館（５月末まで）、
はにぽんプラザ（６月以降）

対象　どなたでも
※日本語が話せれば、特別な資格
は必要ありません。
問い合わせ　小山☎㉔７８３６

募

手話ダンス　エンジェル　
日 時　毎週木曜日　
　午前10時～正午
会場　本庄公民館
費用　月会費　1,000円
※手話ができなくても大丈夫です。
問い合わせ　飯野☎㉒５８０４

募

３歳のお誕生日
おめでとう！
いつもみんなを
笑顔にしてくれ
てありがとう

田
た

島
じま

　光
こう

ちゃん〈３歳〉
（児玉町児玉南４丁目）

4/16「新・ＢＳ日本のうた」公開収録
　本庄市合併10周年を記念して、ＮＨＫ・ＢＳプレミアムの番組「新・
ＢＳ日本のうた」の公開収録が市民文化会館で行われました。
　観覧募集にはたくさんの応募があり、当日は約９００人の観覧者が、
豪華出演者たちの共演と数々の名曲を楽しみました。
　また、本庄市出身の演歌歌手、松川未樹さんによるステージ進行や、
地元出演団体として早稲田大学本庄高等学院グリークラブのみなさん
がステージに上がり、出演者とともに会場を盛り上げました。
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（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

★秘書広報課☎㉕１１５５
平成27年5月1日号

しんげの
一言メッセージ市長コラム

　
環
境
美
化
運
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
「
全
市
一
斉
清
掃
」
を
実
施
し

ま
す
。

日
程　

５
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

※
小
雨
決
行
で
す
。
雨
天
中
止
の

場
合
、
順
延
は
あ
り
ま
せ
ん
。

注
意
事
項

・ 

ご
み
は
必
ず
各
自
治
会
で
指
定

し
た
収
集
場
所
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・ 

家
庭
か
ら
の
ご
み
は
、
通
常
の

ご
み
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
粗
大
ご
み
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

★ 

本
庄
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

☎
㉑
７
６
８
８

本
庄
市
行
政
手
続
条
例
が
改

正
さ
れ
ま
し
た

　

早
稲
田
１
０
０
キ
ロ
ハ
イ
ク
は
、

学
生
に
よ
る
自
主
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

学
生
・
一
般
の
参
加
者
約
１
、
４

０
０
人
が
、
開
会
式
終
了
後
、
東

京
都
新
宿
区
の
早
稲
田
大
学
を
目

指
し
て
、
約
１
０
０
㎞
の
過
酷
な

行
程
を
歩
き
ま
す
。
個
性
に
満
ち

た
仮
装
を
し
て
い
る
学
生
も
大
勢

参
加
し
て
い
ま
す
。

○
開
会
式

日 

時　

５
月
16
日
㈯　

午
前
８
時

30
分

場
所　

本
庄
市
役
所
駐
車
場

○
市
内
の
行
程

　

本
庄
市
役
所（
出
発
地
）↓（
本

庄
駅
前
通
り
線
）
↓
本
庄
警
察
署

入
り
口
交
差
点
↓（
国
道
17
号
線
）

↓
東
台
５
丁
目
交
差
点
↓
（
主
要

地
方
道
本
庄
寄
居
線
）
↓
Ｊ
Ｒ
高

崎
線
↓
駅
南
２
丁
目
交
差
点
↓
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
交
差
点

↓
本
庄
早
稲
田
駅
前
↓
早
稲
田
大

学
本
庄
キ
ャ
ン
パ
ス
↓
（
県
道
本

庄
寄
居
線
）
↓
（
国
道
２
５
４
号

線
）
↓
（
国
道
１
４
０
号
線
）
↓

寄
居
町
公
民
館
（
桜
沢
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

★
企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７

第
53
回
本
庄
〜
早
稲
田
１
０

０
キ
ロ
ハ
イ
ク
の
お
知
ら
せ

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
行

す
る
現
在
、今
後
の
農
業
を
維
持
・

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
青
年

の
新
規
就
農
者
を
増
加
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
・
県
・
市
が
連

携
し
新
規
就
農
者
を
支
援
す
る
た

め
の
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
を

1819

農
業
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

〜
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開

始
型
）
の
募
集
〜

　

行
政
手
続
法
の
改
正
に
伴
い
、

市
が
行
う
処
分
や
行
政
指
導
な
ど

を
定
め
た
本
庄
市
行
政
手
続
条
例

を
改
正
し
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

①
処
分
等
の
求
め

　

法
令
に
違
反
す
る
事
実
を
発
見

し
た
場
合
に
、
そ
の
是
正
の
た
め

に
さ
れ
る
べ
き
処
分
（
条
例
や
規

則
に
根
拠
が
あ
る
も
の
）
や
行
政

指
導
（
法
律
や
条
例
に
根
拠
が
あ

る
も
の
）
が
さ
れ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
と
き
は
、
ど
な
た
で
も
そ

の
処
分
や
行
政
指
導
を
す
る
権
限

を
所
管
す
る
部
署
に
対
し
て
、
そ

れ
ら
を
是
正
す
る
た
め
の
処
分
や

行
政
指
導
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

②
行
政
指
導
の
中
止
等
の
求
め

　

法
令
に
違
反
す
る
行
為
の
是
正

を
求
め
る
行
政
指
導
を
受
け
た
場

合
、
そ
の
行
政
指
導
が
法
律
や
条

例
に
違
反
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

と
き
、
そ
の
中
止
等
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

★ 

行
政
管
理
課
☎
㉕
１
１
６
１

期
間　

５
月
11
日
㈪
〜
20
日
㈬

　

６
月
１
日
は
、「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
で
す
。
熊
谷
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
で
は
、
人
権
に
関
す

る
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日 

時　
６
月
１
日
㈪　
午
後
１
時
〜

４
時

会 

場　

は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
、
セ
ル

デ
ィ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
熊
谷
支

局
☎
０
４
８―

５
２
４―

８
８

０
５

　

埼
玉
県
と
埼
玉
大
学
社
会
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
人
口
減
少
に

対
応
し
地
方
を
再
生
す
る
政
策
を

立
て
る
た
め
、
埼
玉
県
内
（
本
庄

市
を
含
む
７
市
町
）
の
み
な
さ
ん

を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
対
象
に
な
っ
た
人
は
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調 

査
名　
「
人
口
減
少
に
対
応
し

た
地
域
づ
く
り
」

対 

象　

市
内
有
権
者
５
０
０
人（
埼

玉
県
全
体
で
３
、
５
０
０
人
）

※
選
挙
人
名
簿
か
ら
無
作
為
抽
出

し
て
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。

期
間
（
予
定
）　

５
月
中

★ 

埼
玉
大
学
社
会
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
☎
０
４
８―

８
５
８―

３

０
９
０

本庄市長

新たな２つの拠点がオープン

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

２
０
１
５
全
市
一
斉
清
掃
を
実
施

実
施
し
ま
す
。

支 

援
内
容　

経
営
開
始
初
年
度
は

１
５
０
万
円
を
給
付
。
経
営
開

始
２
年
目
以
降
は
３
５
０
万
円

か
ら
前
年
の
総
所
得
を
引
い
た

額
に
５
分
の
３
を
掛
け
た
額（
１

円
未
満
は
切
り
捨
て
）
を
給
付
。

た
だ
し
、
経
営
開
始
時
期
、
申

請
時
期
に
よ
っ
て
は
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

給
付
期
間　

最
長
５
年
間

主
な
要
件

① 

就
農
時
の
年
齢
が
45
歳
未
満
で

あ
る
こ
と

② 

独
立
・
自
営
就
農
で
あ
る
こ
と

（
給
付
対
象
者
名
義
で
農
地
の

所
有
権
や
利
用
権
を
有
し
生
産

物
を
出
荷
し
て
い
る
等
、
客
観

的
に
独
立
・
自
営
就
農
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
）

※
そ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

＊ 

応
募
希
望
者
は
左
記
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ま
た
詳
細
は
農
林

水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:/

/w
w
w
.m
aff.go.jp/j/new

_
farm

er/n_syunou/roudou.
htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
農
政
課
☎
㉕
１
１
７
７

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

※
５
月
20
日
㈬
は
『
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
』
で
す
。

【
本
庄
市
重
点
目
標
】

・ 

高
齢
者
の
自
転
車
利
用
時
の
マ

ナ
ー
向
上

【
埼
玉
県
重
点
目
標
】

・ 

高
齢
者
の
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止

○
毎
年
５
月
は
「
自
転
車
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
強
化
月
間
」
で
す

　

自
転
車
事
故
で
も
、
数
千
万
円

の
賠
償
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
も
し

も
の
場
合
に
備
え
て
、
保
険
会
社

な
ど
で
取
り
扱
う
自
転
車
保
険
へ

の
加
入
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
も
有
効
で

す
。
こ
れ
は
、
自
転
車
安
全
整
備

士
に
点
検
整
備
を
し
て
も
ら
う
こ

と
で
普
通
自
転
車
に
貼
付
さ
れ
る

も
の
で
、
傷
害
保
険
と
賠
償
責
任

保
険
が
付
い
て
い
ま
す
。
自
転
車

事
故
へ
の
備
え
を
万
全
に
し
て
、

自
転
車
を
安
全
に
、
快
適
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

★ 

危
機
管
理
課
☎
㉕
１
１
８
４
、

総
務
課
☎
72
１
３
３
２

ご
利
用
く
だ
さ
い
人
権
相
談

人
口
減
少
に
関
す
る
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

　来月６月１日㈪、市民活動交流センター「はにぽ
んプラザ」がオープンします。また６月29日㈪には
複合施設「アスピアこだま」内の総合支所、公民館、
児童センターが、そして同施設内の塙保己一記念館
が７月４日㈯に、それぞれオープンします。
　以前にもみなさんにご紹介しましたが、はにぽん
プラザは「学ぶ・集う・支える」をコンセプトとし、
市民活動の拠点として高齢者から若者まで幅広く活
用していただきたい施設です。また山車も展示でき
る吹き抜けのホールと、市内各所を紹介する映像（一
般応募作品）が流れる観光案内のコーナーもできま
す。先日、応募があった映像の審査会が開かれまし
たが、どれも素晴らしい作品でした。
　「アスピアこだま」は総合支所、公民館、児玉地域
にはこれまで無かった児童センターなどの各機能を
備えた、地域の行政、生涯学習、子育て支援、健康
づくりなどの拠点となります。また新しく生まれ変

わった塙保己一記念館において、今後末永く郷土の
偉人の遺徳を顕彰してまいります。
　広報ほんじょうの今月号では、オープン前日の５
月31日に開かれる、はにぽんプラザのオープニング
イベントを紹介しています（２ページ参照）。ぜひ市
民のみなさんには、ご家族おそろいでお出かけくだ
さり、新しい市民活動の拠点となる施設を楽しみな
がらご見学いただければと思います。
　またアスピアこだまについても、オープニングイ
ベントを塙保己一記念館のオープンに合わせて、７
月４日㈯に開催する予定です。アスピアこだまの詳
細は広報ほんじょう６月号に掲載しますので、どう
ぞみなさんでお出かけください。
　本年度は合併10周年。節目の年に本庄児玉それぞ
れの市街地に、人々が集まる新しい拠点が完成しま
す。これらの施設を大いに使っていただき、市民の
旺盛な活動の輪が広がっていくことを心から願って
おります。



（
広
告
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犬
に
関
す
る
法
令
や
適
正
な
飼

い
方
を
学
び
、
家
族
の
一
員
と
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
犬
の
し
つ
け

方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

①
講
習
「
法
令
、
犬
の
習
性
、
行

動
、
し
つ
け
方
、
問
題
行
動
に
つ

い
て
」

日 

時　

５
月
19
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

②
実
技
「
基
本
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」

日 

時　

５
月
22
日
㈮
・
26
日
㈫
・

６
月
２
日
㈫
・
９
日
㈫　

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

管
理
職
に
な
っ
た
人
を
対
象
と

し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時　

６
月
17
日
㈬
・
22
日
㈪　

全
２
回　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
45
分

　

本
庄
都
市
計
画
下
水
道
事
業
本

庄
公
共
下
水
道
及
び
児
玉
都
市
計

画
下
水
道
事
業
児
玉
公
共
下
水
道

の
事
業
計
画
変
更
に
伴
い
、
事
業

計
画
書
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。

縦 

覧
期
間　

５
月
12
日
㈫
〜
平
成

28
年
３
月
31
日
㈭
（
土
・
日
・

休
日
を
除
く
）　

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

縦 

覧
場
所　

下
水
道
課
（
市
役
所

２
階
）

★
下
水
道
課
☎
㉕
１
１
４
７

　

本
庄
早
稲
田
「
食
の
安
心
＆
安

全
・
い
ち
ば
の
会
」
で
は
、
食
品

添
加
物
の
素
性
に
つ
い
て
、
実
演

を
含
む
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時　
５
月
30
日
㈯　
午
前
10
時
〜

正
午

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

講 

師　

安
部　

司　

氏
（『
食
品

の
裏
側
』
著
者
）

定 

員　

１
０
０
人
（
多
数
の
場
合

抽
選
）

参
加
費　

無
料

「
安
部
司
氏
講
演
会
」
を
開
催

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー「
ス
ポ
ー

ツ
教
室
」
を
開
催

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
で
、

お
子
さ
ん
と
い
っ
ぱ
い
ふ
れ
あ
い

ま
し
ょ
う
（
オ
イ
ル
は
使
用
し
ま

せ
ん
）。

日 

時　
５
月
13
日
㈬　
午
前
10
時
〜

11
時

講
師　

齊
藤　

小
百
合　

先
生

対 

象　

首
の
す
わ
っ
て
い
る
０
歳

児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

バ
ス
タ
オ
ル

申 

込　

５
月
11
日
㈪
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★ 

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
８

２
０

前
原
つ
ど
い
の
広
場
「
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
あ
そ
び
」
を
開
催

21 20

①
本
庄
市
役
所
会
場

日 

時　
５
月
18
日
㈪　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜

４
時

②
ベ
ル
ク
本
庄
店
会
場

日 

時　

５
月
29
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

体
操
の
先
生
と
一
緒
に
体
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

日 

時　

５
月
30
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜

「
新
任
ミ
ド
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

研
修
」
〜
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理

解
、
部
下
の
指
導
・
育
成
能
力

の
向
上
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

発
揮
〜
を
開
催

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

対 

象　

生
後
６
か
月
以
上
１
年
未

満
の
愛
犬
と
飼
い
主
（
こ
れ
か

ら
犬
を
飼
う
予
定
の
人
も
参
加

で
き
ま
す
）

《
①
②
共
通
》

会
場　

本
庄
保
健
所

参
加
費　

無
料

※
講
習
参
加
者
は
①
の
み
、
実
技

参
加
者
は
①
と
②
へ
の
参
加
（
全

５
回
）
と
な
り
ま
す
。

＊ 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

本
庄
市
都
市
計
画
下
水
道
事
業

計
画
の
変
更
に
伴
う
事
業
計
画

書
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

※
託
児
有
（
事
前
に
申
し
込
み
し

て
く
だ
さ
い
）。

申 

込　

５
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
（
電
話
番

号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を

記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル（
３t.sato9@

ku
renai.w

aseda.jp

）
又
は
電

話
で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

　

そ
こ
で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に

「
里
親
制
度
」を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、「
里
親
入
門
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。
里
親
に
関
心
の
あ
る
人

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日 

時　

５
月
24
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時

　

受
付　

午
後
１
時
〜

会 

場　

埼
玉
県
熊
谷
児
童
相
談
所

（
熊
谷
市
箱
田
５―

12―

１
）

内
容

　

①
里
親
制
度
に
つ
い
て

　

②
里
親
の
子
育
て
体
験
談

　

③
質
疑
応
答
、
意
見
交
換

★ 

埼
玉
県
熊
谷
児
童
相
談
所
☎
０

４
８―

５
２
１―

４
１
５
２

日 

時　

５
月
17
日
㈰　

受
付　

午

前
８
時　

開
会　

午
前
９
時

場
所　

武
道
館
屋
外
常
設
土
俵

対 

象　

本
庄
市
・
児
玉
郡
内
在
住

の
年
中
児
〜
小
学
校
６
年
生

費
用　

無
料

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★ （
公
社
）
こ
だ
ま
青
年
会
議
所
・

田
村
☎
０
９
０―

８
８
１
９―

８
８
９
２

第
26
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

「
こ
だ
ま
場
所
」
〜
た
く
ま
し

く
羽
ば
た
け　

未
来
の
自
分

へ
〜
を
開
催

　
「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
」
は
、
羽
根
の

つ
い
た
特
殊
な
ボ
ー
ル
を
直
接
手

で
打
ち
合
う
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

似
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

日 

時　

６
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
日　

全
４
回　

午

後
７
時
〜
９
時

会
場　

市
民
体
育
館

講 

師　

鈴
木　

洋
子　

先
生
（
Ｊ

Ｉ
Ａ
指
導
審
判
員
）

対 

象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
・
協

会
員

※
年
齢
・
性
別
問
わ
ず
、
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
初
心
者
や
親
子

で
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、

飲
み
物

申 

込　

５
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
体
育
課
へ

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、市
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
協
会
・
新
井
（
☎
㉑
４
８

８
０
）
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
一
緒
に
暮

ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
で

受
け
入
れ
て
く
れ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

「
里
親
入
門
講
座
」
を
開
催

「
愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」
を

開
催

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内 

容　

新
任
管
理
職
と
し
て
必
要

な
「
知
識
・
役
割
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
／
コ
ー
チ
ン
グ
と
人
材
育

成
」
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
討
議
や

事
例
演
習
を
交
え
て
習
得

定 

員　

30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参 

加
費　

１
３
、
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
を
含
む
）

申 

込　

６
月
９
日
㈫
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
）
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
又
は
電
話
で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
主
催「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教

室
」
を
開
催

《
①
②
共
通
》

対 

象　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人

（
65
歳
以
上
の
人
は
、
60
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
間
に
献
血
を
し

た
こ
と
が
あ
る
人
に
限
る
）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種 

類　

全
血
（
４
０
０
㎖
・
２
０

０
㎖
）

【
ベ
ル
ク
本
庄
店
会
場
で
は
、
骨

髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
も
同
時
に

実
施
し
ま
す
】

対
象　

18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
人

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
ご

協
力
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

★ 

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２

０
０
３

講
師　

石
川　

学　

先
生

対
象　

小
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

申 

込　

５
月
16
日
㈯
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★ 

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
８

２
０

　４月１日から、消防本部・消防署の機能が新
庁舎に移転したことに伴い、一般公開とイベン
トを開催します。
日時　５月16日㈯　午後１時～３時
場所　児玉郡市広域消防本部（西富田904―3）
イベント内容　
①庁舎一般公開
②救助技術種目の展示及びチビッコレスキュー
体験

③はしご車（35m級）・ミニ消防車搭乗体験
④放水訓練体験、煙体験ハウス、防災体験車（地震）
⑤組合構成市町のマスコットキャラクターも参
加（はにぽん、ミムリン、神じい＆なっちゃ
ん、こむぎっち）

⑥風船、ポケットティッシュの配布
※駐車場へは、東側の出入り口を利用してくだ
さい。係員が案内します。
★児玉郡市広域消防本部総務課☎㉔０１１９

児玉郡市広域消防本部新庁舎

一般公開及びイベントのご案内

催　

し

ス
ポ
ー
ツ
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中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

◆
中
央
公
民
館
閉
館
式
を
開
催

　

５
月
末
を
も
っ
て
閉
館
と
な
る

中
央
公
民
館
の
閉
館
式
を
開
催
し

ま
す
。

　

昭
和
50
年
の
開
館
以
来
、
長
き

に
わ
た
り
ご
利
用
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
閉
館
式
で
は
、
生
涯
学

習
事
業
の
今
後
の
発
展
を
祈
っ
て

武
蔵
青
嵐
太
鼓
に
よ
る
太
鼓
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
31
日
㈰　
午
後
２
時
〜

３
時

※
中
央
公
民
館
の
閉
館
に
よ
り
、

６
月
１
日
㈪
か
ら
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係
は
、
市
役
所
４
階
（
☎

㉒
３
２
４
８
）
へ
、
公
民
館
係
は

本
庄
公
民
館
（
☎
㉔
７
３
８
３
）

へ
移
転
し
ま
す
。

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
）

☎
72
８
８
５
１

　

古
都
、
鎌
倉
で
神
社
・
仏
閣
を

め
ぐ
り
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　

６
月
20
日
㈯

集
合
場
所
・
時
間

① 

総
合
支
所
仮
庁
舎　

午
前
５
時

45
分

②
シ
ル
ク
ド
ー
ム　

午
前
６
時

コ 

ー
ス　

鎌
倉
神
社
・
仏
閣
め
ぐ

り
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
（
神
奈

川
県
鎌
倉
市
）
約
11
㎞

※
昼
食
・
休
憩
・
見
学
を
含
め
約

４
時
間
半
の
行
程
。

対 

象　

小
学
校
４
年
生
以
上
の
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

80
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費

　

高
校
生
以
上　

３
、
０
０
０
円

　

小
・
中
学
生　

２
、
０
０
０
円

※
参
加
費
と
は
別
に
、
当
日
、
神

社
等
拝
観
料
を
集
金
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

用 

意　

歩
き
や
す
い
服
装
、
履
き

な
れ
た
靴
、
昼
食
、
雨
具
、
着

替
え
な
ど

申 

込　

５
月
25
日
㈪
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
参
加
希
望

者
全
員
（
１
枚
に
４
人
ま
で
）

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
希
望
集
合
場
所
を
記
入

日
時　

６
月
７
日
㈰

　

受
付　

午
前
９
時
〜

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

日 

時　

６
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で

の
毎
週
月
曜
日　

全
５
回　

午

後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場　

共
和
公
民
館

講 

師　

堀
米　

秀
夫　

先
生
（
日

本
武
術
太
極
拳
連
盟
公
認
Ａ
級

指
導
員
）

対 

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

用 
意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴

申 

込　

５
月
７
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
第
22

回
本
庄
市
武
術
太
極
拳
大
会
」

を
開
催

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

太
極
拳
教
室
」
を
開
催

日 

時　

６
月
６
日
か
ら
７
月
４
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日　

全
５
回

午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

本
庄
市
武
道
館

講 

師　

少
林
寺
拳
法
連
盟
公
認
指

導
者

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

少
林
寺
拳
法
教
室
」
を
開
催

対 

象　

小
学
生
以
上
の
市
内
在
住・

在
勤
・
在
学
者

定
員　

15
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

無
料

用
意　

運
動
す
る
服
装

申 

込　

５
月
15
日
㈮
か
ら
29
日
㈮

ま
で
に
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

日 

時　

５
月
31
日
か
ら
６
月
28
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日　

全
５
回

午
前
９
時
〜

会
場　

武
道
館

講
師　

市
剣
道
連
盟
会
員

対
象　

小
学
生
以
上

参
加
費　

無
料

※
用
具
は
貸
し
出
し
ま
す
。

申 

込　

５
月
７
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

※
な
る
べ
く
親
子
で
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
親
子

剣
道
教
室
」
を
開
催

◆
月
釜
茶
会

　

お
茶
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
２
日
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、

１
月
と
８
月
は
お
休
み
で
す
）。

日
時　
５
月
10
日
㈰　
午
後
１
時
〜

４
時

費
用　

５
０
０
円
（
茶
・
菓
子
代
）

◆
楽
し
く
運
動
！
３
Ｂ
体
操
教
室

日
時　

６
月
５
日
㈮
・
19
日
㈮　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
11
時
30

分
講
師　

小
島　

美
恵
子　

先
生

内
容　

道
具
を
使
っ
て
楽
し
く
無

理
な
く
で
き
る
体
操
を
行
う

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

用
意　

上
履
き
、
運
動
す
る
服
装
、

飲
み
物
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

５
月
18
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
東
公
民
館 

☎
㉒
３
４
０
４

夏
の
市
民
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
者
を
募
集

の
う
え
、
左
記
へ
郵
送

郵
送
先　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
教
育
委
員
会

　

体
育
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

対
象　

市
内
在
住
者
、
連
盟
会
員

種 

目　

集
団
・
個
人
演
武
そ
れ
ぞ

れ
（
入
門
・
初
級
・
24
式
・
32

式
剣
ほ
か
）

参
加
費

　

一
般　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

　

連
盟
会
員　
　
　
　

５
０
０
円

申 

込　

５
月
25
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
左
記
へ

★ 

太
極
拳
連
盟
・
金
子
☎
㉑
９
４

６
７

日
時　

６
月
21
日
㈰

　

受
付　

午
前
９
時
〜

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

対 

象　

中
学
生
以
上
の
市
内
在
住・

在
勤
・
在
学
・
在
ク
ラ
ブ
者

種 

目　
男
子・女
子
ダ
ブ
ル
ス（
１
〜

３
部
）

参
加
費
（
１
ペ
ア
）２

、
０
０
０
円

表
彰　

男
女
各
部
３
位
ま
で

申 

込　

６
月
11
日
㈭
ま
で
に
、
申

込
用
紙
（
各
施
設
で
配
布
）
に

記
入
の
う
え
、
市
民
体
育
館
・

シ
ル
ク
ド
ー
ム
・
エ
コ
ー
ピ
ア

の
い
ず
れ
か
の
窓
口
の
受
付
箱

へ
★ 
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
福
島
☎

㉔
３
６
７
８

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
２
０

１
５
（
前
期
）
市
民
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
」
を
開
催

◆
「
初
心
者
写
真
教
室
」
〜
撮
影

の
初
歩
の
学
び
〜

日
時　

５
月
21
日
か
ら
６
月
４
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日　

全
３
回

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

講
師　

根
岸　

久　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

用
意　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
又
は
フ
ィ

ル
ム
カ
メ
ラ

本
庄
公
民
館 

☎
㉔
７
３
８
３

◆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

日
時　
５
月
29
日
㈮　
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

講
師　

藤
井　

明
子　

先
生

内
容　

バ
ラ
を
主
華
材
に
季
節
を

豪
華
に
彩
る
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
学
ぶ

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
５
０
０
円

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

５
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・
火
・

水
・
金
の
み
連
絡
可
）

フラワーアレンジメント

本
庄
南
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
５

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
教
室

日
時　

５
月
28
日
か
ら
６
月
25
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
６
月
11

日
㈭
を
除
く
）　
全
４
回　
午
前

10
時
〜
正
午

講
師　

椙
田　

晴
美　

先
生

内
容　
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
と
フ
ァ

ス
ナ
ー
付
け
の
基
礎
を
学
び
、

ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
を
つ
け
た
テ
ィ

ア
レ
の
大
き
め
の
ポ
ー
チ
を
作

製
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、３
０
０
円
（
糸
付
き
）

用
意　

定
規
（
20
㎝
と
40
㎝
程
度
、

各
１
本
）、
２
Ｂ
鉛
筆
、
は
さ

み
（
布
用
と
紙
用
、
各
１
本
）、

裁
縫
用
具
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ア
ク
セ
サ
リ
ー
ビ
ー
ズ
教
室

日
時　

６
月
３
日
か
ら
17
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
日　

全
３
回　

午

後
１
時
30
分
〜
４
時

講
師　

渡
部　

良
一　

先
生

内
容　

お
そ
ろ
い
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
、

ピ
ア
ス
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作

製
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

は
さ
み
、
も
の
さ
し
、
ハ

ン
カ
チ
、
菓
子
の
箱
な
ど
の
金

属
製
の
ふ
た
部
分
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

ティアレのポーチ

ネックレス、ピアス、
ブレスレット

藤
田
公
民
館 

☎
㉒
２
３
３
２

◆
は
じ
め
て
の
野
鳥
写
真
撮
影
教

室日
時　

５
月
27
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講
師　

砂
永　

一
行　

先
生

内
容　

野
鳥
と
の
出
会
い
を
と
お

し
て
撮
影
の
基
本
を
学
び
、
そ

の
楽
し
さ
に
ふ
れ
る

※
ブ
ロ
グ
「
カ
ワ
セ
ミ
と
の
出
会

い
」（http://blogs.yahoo.co.

jp/sunakazu1022
）
で
写
真
を

公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
民

館
で
も
写
真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

用
意　

カ
メ
ラ
、
筆
記
用
具

※
カ
メ
ラ
が
な
い
人
も
参
加
可
。

申
込　

５
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
は
じ
め
て
の
３
Ｂ
体
操
教
室

日
時　

６
月
９
日
か
ら
30
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日　

全
４
回　

午

後
２
時
〜
３
時
30
分

講
師　

岩
崎　

禮
子　

先
生

内
容　

ボ
ー
ル
、ベ
ル
、ベ
ル
タ
ー

の
用
具
を
使
い
な
が
ら
音
楽
と

体
力
に
あ
わ
せ
て
行
う
楽
し
い

健
康
体
操
を
学
ぶ

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

用
意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
又
は
バ

ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込　

５
月
19
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

カワセミ

◆
楽
し
く
歌
お
う
カ
ラ
オ
ケ
教
室

日
時　

５
月
27
日
㈬
・
６
月
10
日

㈬　
全
２
回　
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

講
師　

斉
藤　

美
穂　

先
生

内
容　

み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
歌

や
流
行
の
歌
を
楽
し
く
歌
う

※
男
性
・
女
性
の
歌
の
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

用
意　

筆
記
用
具
、
飲
み
物

申
込　

５
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

◆
初
心
者
琴
体
験
教
室

日
時　

６
月
６
日
か
ら
27
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日
（
20
日
㈯
を
除

く
）　

全
３
回　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

講
師　

土
屋　

三
津
子　

先
生

対
象　

小
学
生
以
上

内
容　

琴
の
基
本
を
学
び
、
や
さ

し
い
曲
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
を

練
習
す
る

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

５
月
18
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・
火
・

水
・
金
の
み
連
絡
可
）

申
込　

５
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

公
民
館
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仁
手
公
民
館 

☎
㉒
３
５
３
８

◆
楽
し
い
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
教
室

日
時　

５
月
25
日
㈪
・
６
月
１
日

㈪　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
正

午
講
師　

竹
内　

小
百
合　

先
生

内
容　

追
い
か
け
巻
き
技
法
で
お

し
ゃ
れ
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
ク

を
作
製

※
色
は
茶
・
青
・
赤
の
３
色
か
ら

選
択
で
き
ま
す
。

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
５
０
０
円

用
意　

は
さ
み
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ

ム
、
洗
濯
ば
さ
み
10
個
以
上
、

定
規
（
30
㎝
）

申
込　

５
月
14
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

共
和
公
民
館 

☎
72
０
３
３
７

◆
い
き
い
き
リ
ズ
ム
＆
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
教
室

日
時　

５
月
29
日
㈮
・
６
月
５
日

㈮　
全
２
回　
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

講
師　

関
根　

葉
子　

先
生
（
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ａ
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

内
容　

中
高
年
者
の
た
め
の
、
ゆ

る
や
か
な
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
ト

た
の
し
い
お
は
な
し
会

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

★
本
館

日
時　
５
月
９
日
㈯　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分
、
23
日
㈯　

午
後
２

時
〜
２
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室

内
容　
「
冒
険
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
お
は
な
し

協
力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日
時　
５
月
９
日
㈯　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内
容　
「
か
ぞ
く
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
お
は
な
し

協
力　

こ
だ
ま
お
話
し
の
会
・
語

り
の
会
「
言
依
」
の
み
な
さ
ん

★
今
月
の
一
般
図
書

地
平
線

 

パ
ト
リ
ッ
ク
・
モ
デ
ィ
ア
ノ 

著

銀
幕
の
神
々 

山
本 

甲
士 

著

関
東
近
世
村
落
史
の
研
究

 

山
中 

清
孝 

著

犬
の
介
護
に
役
立
つ
本

 

本
田 

英
隆 

監
修

ム
サ
サ
ビ　

空
飛
ぶ
座
ぶ
と
ん

 

川
道 

武
男 

著

電
子
書
籍
は
本
の
夢
を
見
る
か

 

中
西 

英
彦 

著

街
道
を
歩
く 

洋
泉
社 

発
行

主
夫
に
な
ろ
う
よ

 

佐
川 

光
晴 

著

江
戸
の
飛
脚 

巻
島 

隆 

著

一
生
も
の
の
、
山
道
具

 

ホ
シ
ガ
ラ
ス
山
岳
会 

著

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
世
界
史

 

鵜
飼 

保
雄 

著

★
今
月
の
一
般
図
書

森
に
願
い
を 

乾 

ル
カ 

著

み
な
そ
こ 

中
脇 

初
枝 

著

学
園
天
国 

五
十
嵐 

貴
久 

著

端
正
な
生
き
方 

曽
野 

綾
子 

著

皇
后
考 

原 

武
史 

著

健
康
半
分 

赤
瀬
川 

原
平 

著

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

旭
公
民
館 

☎
㉒
５
９
４
０

◆
旭
健
康
教
室
「
骨
盤
調
整
ス
ト

レ
ッ
チ
」

日
時　

５
月
15
日
か
ら
６
月
５
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日　

全
４
回

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

講
師　

染
谷　

信
子　

先
生

内
容　

体
の
ゆ
が
み
を
調
整
す
る

ス
ト
レ
ッ
チ
と
簡
単
な
ダ
イ
エ
ッ

ト
体
操
を
取
り
入
れ
、
肩
こ
り
、

腰
痛
な
ど
を
改
善
す
る
ス
ト
レ
ッ

チ
を
学
ぶ

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

用
意　

運
動
す
る
服
装
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、
飲
み

物
申
込　

５
月
７
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど

★
本
館

日
時　

５
月
７
日
㈭
・
６
月
４
日

㈭　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室　

ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

★
児
玉
分
館

日
時　

５
月
13
日
㈬
・
６
月
10
日

㈬　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

北
泉
公
民
館 

☎
㉒
２
４
８
４

◆
春
の
そ
ば
打
ち
教
室

日
時　

５
月
28
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

井
上　

典
昭　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

７
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

申
込　

５
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
柿
渋
一
閑
張
り
教
室
〜
ち
り
め

ん
細
工
・
ク
レ
マ
チ
ス
〜

日
時　

５
月
25
日
か
ら
６
月
15
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
（
６
月
８

日
㈪
を
除
く
）　
全
３
回　
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

中
野　

幸
恵　

先
生

内
容　

竹
籠
に
和
紙
を
貼
り
、
ち

り
め
ん
細
工
の
ク
レ
マ
チ
ス
を

クラフトバンドの
バック

レ
・
リ
ズ
ム
体
操
を
行
う

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

用
意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
汗
拭

き
用
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込　

５
月
18
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
西
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
６

◆
「
恒
例
」
春
の
歌
唱
教
室

日
時　

５
月
18
日
㈪
・
25
日
㈪　

全
２
回　

午
後
７
時
〜
８
時

講
師　

中
村　

忍　

先
生

内
容　

懐
か
し
い
、
楽
し
い
、
う

れ
し
い
、
ほ
ろ
っ
と
す
る
歌
を

全
員
で
合
唱

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

用
意　

飲
み
物
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
気
軽
に
で
き
る「
筋
力
ア
ッ
プ
」

教
室

日
時　

５
月
22
日
㈮
・
29
日
㈮　

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
内
容　

楽
に
楽
し
く
気
軽
に
で
き

る
筋
力
ア
ッ
プ
体
操

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

用
意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
飲
み
物

申
込　

５
月
14
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
旭
工
芸
教
室
「
布
ぞ
う
り
」

日
時　

５
月
26
日
か
ら
６
月
23
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
５
回

午
後
２
時
〜
４
時

講
師　

荒
井　

美
代
子　

先
生

装
飾
し
て
美
し
い
柿
渋
塗
り
の

バ
ッ
ク
を
作
製

※
公
民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す
。

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
８
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
布
切
り
は
さ

み
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
木
工

用
ボ
ン
ド
、
定
規
（
30
㎝
）

申
込　

５
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

柿渋塗りのバック

◆
腹
式
呼
吸
の
詩
吟
体
験
教
室

日
時　

５
月
26
日
㈫
・
６
月
２
日

㈫　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分

講
師　

清
水　

惠
岳　

先
生
（
上

武
銀
魂
会
会
長
）

内
容　

古
今
の
漢
詩
に
触
れ
て
、

楽
し
み
な
が
ら
知
識
向
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

５
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
夏
履
き
に
最
適
な
本
格
布
ぞ
う

り
作
り
教
室

日
時　

６
月
５
日
㈮
・
12
日
㈮　

全
２
回　

午
後
１
時
〜
４
時

講
師　

布
ぞ
う
り
作
り
愛
好
会
の

み
な
さ
ん

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

古
い
浴
衣
１
枚
を
ほ
ぐ
し

た
生
地
、
裁
縫
道
具
、
洗
濯
ば

さ
み
６
個

申
込　

５
月
15
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

本　　館☎㉔3746
児玉分館☎731783

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休館日／毎週月曜日　５月３日㈷（祝日休館日）
　　　　５月５日㈷（祝日休館日）
　　　　５月６日㈬（振替休館日）
　　　　６月２日㈫（館内整理日）
 　　　　ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/

古
写
真
で
見
る
日
本
の
名
城

 

中
井 

均 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

今
、
こ
の
本
を
子
ど
も
の
手
に

 

東
京
子
ど
も
図
書
館 

編

子どもに伝えたい
和の技術２　和紙
和の技術を知る会 著

ね
ず
み
の
と
も
だ
ち
さ
が
し

 

ヘ
レ
ン
・
ピ
ア
ス 

さ
く

ち
の
は
な
し

 

堀
内 

誠
一 

ぶ
ん
と
え

ド
ラ
ゴ
ン
王
さ
ま
に
な
る

 

茂
市 

久
美
子 

作

シ
ア
ワ
セ
な
お
金
の
使
い
方

 

南
野 

忠
晴 

著

育
て
て
、発
見
！
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」

 

石
倉 

ヒ
ロ
ユ
キ 

写
真
・
絵

〈
刑
務
所
〉
で
盲
導
犬
を
育
て
る

 

大
塚 

敦
子 

著

花
の
咲
く
童
話
集　

花
さ
き
山

 

斎
藤 

隆
介 

ほ
か 

著

初
め
て
の
介
護　

悩
み
＆
不
安
相

談
室 

主
婦
の
友
社

年
齢
別
子
ど
も
の
頭
が
必
ず
よ
く

な
る
育
み
方 

西
村 

則
康 
著

ホ
ッ
ト
サ
ラ
ダ 

植
松 

良
枝 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

ラ
ッ
コ
の
ひ
み
つ

 

池
田 

菜
津
美 

文

し
ぜ
ん
あ
そ
び

 

山
下 

久
美 

監
修

ベ
ル
ン
カ
と
や
し
の
実
じ
い
さ
ん

　

上 

パ
ベ
ル
・
シ
ュ
ル
ッ
ト 

文

ク
モ
の
巣
図
鑑 

新
海 

明 

著

安
全
に
楽
し
む
！
子
ど
も
の
山
登

り 

田
部
井 

淳
子 

監
修

こ
ぶ
た
の
ピ
ク
ル
ス

 

小
風 

さ
ち 

文

１日１分で劇的に変わる！
ねむりのレシピ

オムロンヘルスケア株式
会社ねむりラボ課監修

内
容　

古
布
を
再
利
用
し
て
室
内

履
き
や
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
利

用
で
き
る
布
ぞ
う
り
を
作
製

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

古
布
（
新
品
可
、
木
綿
地

の
も
の
、
15
㎝
幅
で
13
ｍ
分
）、

は
さ
み
、
も
の
さ
し
、
の
り
、

洗
濯
ば
さ
み
２
個
、
５
号
く
ら

い
の
縫
い
棒
（
太
い
も
の
）、
筆

記
用
具

申
込　

５
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
冷
や
し
て
美
味
し
い
ミ
ル
ク
プ

リ
ン
作
り
教
室

日
時　

５
月
20
日
㈬　

①
午
前
10

時
〜
正
午　
②
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

※
ど
ち
ら
か
を
選
択

講
師　

今
村　

悦
子　

先
生

定
員　

各
回
９
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

５
月
９
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
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本庄高校図書館地域開放日

（毎週土曜日）

◎午後１時～４時45分
　 ５月２日・９日・16日・30日・
６月６日

◎午前９時～午後４時45分
　５月23日
★本庄高校図書館㉑１１９５

６月



市 民 相 談 　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

（５月～６月）

司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談

平成27年5月1日号

　平成26年４月より始めた小型電子機器リサイクルの無料回収は、平成26年度は約16トンの回収量となりまし
た。引き続きご協力をお願いします。

2627

※子育てサロン「ゆうゆう」は子育て応援団「本庄びすけっと」のご協力をいただき開催しています。
※13日㈬のスキンシップあそびは首がすわってからの０歳児が対象です。11日㈪午前９時より電話又は直接前原センターへ
お申し込み下さい（定員15組）。定員になり次第受付を終了します。

ECOガイド　～平成26年度小型電子機器リサイクルの回収量を報告します～ ★環境推進課☎㉕１１７２
★環境産業課☎72１３３４

子育て支援のお知らせ（５月～６月）
～事前申し込みは不要です～

★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０
★児玉児童センター係☎71６８０５

　◆親子でふれあうあそびの講座なども行います。内容は下記のとおりです。（内容は変更になる場合もあります。）

○ 「つどいの広場」：児童センターでは、乳幼児の親子が交流する「広場」（前原つどいの広場・日の出つどい
の広場・児玉つどいの広場）を下表の講座開催日の午前９時から午後２時までの間、開放しています。児玉つ
どいの広場の駐車場は、「児玉中学校南側駐車場」をご利用ください。

日　程
「前原ルンルンタイム」
午前10時～ 11時

会場　前原児童センター

「ニコニコタイム」
午前10時30分～ 11時30分
会場　日の出児童センター

「児玉ワクワクタイム」
午前10時～ 11時

会場　児玉保健センター２階
５月１日㈮ 子育てサロン「ゆうゆう」「シールを貼ってあそぼう」 パネルシアター 牛乳パックのレターラックつくり
　　７日㈭ 大型絵本
　　８日㈮ ペープサート スタンプあそび
　　11日㈪ 運動あそび ボールあそび かえるさんをつくろう
　　12日㈫ しゃぼん玉あそび
　　13日㈬ スキンシップあそび（齊藤小百合先生）申込必要 ママサロン（本庄子育てネット）
　　15日㈮ シールあそび シールあそび 風船あそび
　　18日㈪ ふれあいうたあそび しゃぼん玉あそび おりがみあそび
　　20日㈬ 歯のはなし（飯島和美先生） 子育てサロン「ゆうゆう」「シールを貼ってあそぼう」

　　22日㈮ 自由あそび＆お誕生カードプレゼントの日（５月生まれ）※お誕生カードプレゼント受付時間は午前10時から午後２時までです
　　25日㈪ おりがみあそび ふれあいうたあそび 子育てサロン「ゆうゆう」「シールを貼ってあそぼう」

　　27日㈬ しゃぼん玉あそび 親子体操（立石明子先生） 紙コップであそぼう
　　29日㈮ 運動あそび 歯磨きライオンをつくろう ボールあそび
６月１日㈪ 簡単歯ブラシセットをつくろう 風船あそび おりがみあそび
　　２日㈫ おえかきあそび
　　３日㈬ 音楽de読み聞かせ（にじいろえんぴつのみなさん） ママサロン（本庄子育てネット）
　　５日㈮ 子育てサロン「ゆうゆう」「雨の日あそび」 ちぎりえあそび かさぶくろロケットをつくろう

※天候などの理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。
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回 収 場 所 日　　程 時　　間 問い合わせ先

児玉中学校南側駐車場
５月３日㈰

午前９時～11時 ハートtoハート ☎㉒９３００
（佐久間さんち）６月７日㈰

市役所 ５月17日㈰ 午前９時～11時、午後１時～３時
本庄南公民館 ５月９日㈯ 午前９時～11時 佐久間さんち ☎㉒９３００
就労継続支援Ｂ型事業所
｢佐久間さんち｣（本庄高校北側） ５月20日㈬ 随時受付 ポノポノ ☎㉓２１９５

集団資源回収予定表 〈回収品目は古紙類・缶類です〉

○ママサロン 協力：本庄子育てネット
日　程 時　間 会　場

５月12日・19日・
26日の火曜日 午前10時30分～11時30分 子育て支援センター（いずみ保育所内）☎㉒４８９１

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

行 政 ５月21日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０

法 律

５月13日㈬・27日㈬　午後１時～４時
◎６月の相談日
　　　　　６月３日㈬・10日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
　　　　　６月17日㈬・24日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）

労 働 法 律 ５月20日㈬　午後１時～４時　
定員＝６人（先着順）

不 動 産 ５月８日㈮　午後１時～４時
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年金・労働 ５月14日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 ５月12日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士

消 費 生 活
毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工観光課 商工観光課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権

５月12日㈫・６月９日㈫　午後１時～４時　 セルディ１階 小会議室

市民活動推進課 ☎㉕１１１８
（５月11日㈪以降の問い合わ
せは☎㉒０８２８）

６月１日㈪　午後１時～４時 セルディ 和室

５月26日㈫　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

６月１日㈪　午後１時～４時 はにぽんプラザ

家 庭 児 童 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員
☎㉑７３３７

心 配 ご と
毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

５月18日㈪・６月１日㈪　午後１時～４時 セルディ１階 小会議室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）
午後１時～４時

※相談時間中の
ご連絡は、
☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５介護の悩み ５月８日㈮・22日㈮

午後１時～４時

成 年 後 見 ５月12日㈫・26日㈫・６月９日㈫
午後１時～４時

シートベルト ・ チャイルドシートを着用しましょう

● 自動車に乗るときは、後部座席も必ずシートベルトを着用
しましょう。
● 運転手は、同乗者全員が正しくシートベルトを着用してい
ることを確認してから運転しましょう。
● チャイルドシートの使用は大人の責任です。使用する幼児
の体格にあったものを正しくしっかり取り付け、使用前に
は必ず点検しましょう。

小型電子機器の無料回収 （家電リサイクル法の４品目は除きます）
日時：５月９日㈯　午前９時～正午　　場所：本庄市役所駐車場

※本庄市内の人身交通事故発生件数は人口1,000人当り1.38件（３月末現在）、県内ワースト２位です。

※各種相談は予約制
※６月の相談予約は、５月20日㈬から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）

　各種相談日
●法律相談
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日
・司法書士　 〃 第３・４水曜日　
　（労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）

●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日

●行政相談 毎月第３木曜日
●不動産相談  〃 第２金曜日
●年金・労働相談  〃 第２木曜日
●税務相談  〃 第２火曜日



● 本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・休日開設）
　（本庄市保健センター内☎㉓３３２２）
　診療時間　 午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　診療科目　内科系疾患
　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　 　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
ので、確認してからお出かけください。

５月10日㈰ 中 沢 皮 膚 科 東台２丁目 ☎㉒１１１２

５月17日㈰ 中 村 外 科 医 院 日の出３丁目 ☎㉑６２１１

５月24日㈰ 西 澤 整 形 外 科 上里町七本木 ☎35０６００

５月31日㈰ 根 岸 医 院 児玉町児玉 ☎72００７１

６月７日㈰ 服部クリニック 東台４丁目 ☎㉔４６７１

●小児夜間初期救急診療（本庄総合病院内☎㉒６１１１）
　診療日　毎週火曜日（休日は除く）午後６時～９時
　対象　中学生まで
●電話相談をご利用ください
　（相談料無料・通話料利用者負担）
・｢＃8000｣小児救急電話相談
　（ＩＰ電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは、

　　　　　　☎０４８－８３３－７９１１）
　受付時間　月曜日～土曜日　午後７時～翌日午前７時
　　　　　　日曜日、休日、年末年始　

午前９時～翌日午前７時
・｢＃7000｣大人救急電話相談
　（ＩＰ電話、ＰＨＳ、ダイヤル回線からは、

☎０４８－８２４－４１９９）
　受付時間　毎日　午後６時30分～午後10時30分
★119番は、緊急時（火災やけが人など）の受付専
用電話番号です。夜間など、時間外に診療可能な病
院については、児玉郡市広域消防本部指令課（☎㉔
1119）でご案内していますので、ご利用ください。
ただし、診療科目によっては、県外や児玉郡市以外
の病院をご案内する場合もあります。

平成27年5月1日号 2829

★本庄市保健センター☎㉔2003
※ お問い合わせは、午前8時30分からです。

みんなのけんこうガイド

相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、育児・栄養相談

５月21日㈭・６月25日㈭
午前９時30分～11時（15
分ごとに３組）
※５月21日㈭は、児玉保健
センターで実施。

定員あり。
各実施月の１日から本庄市保
健センターへ
（※電話による育児相談は随
時受け付けています。）

母乳相談 母乳に関する相談
６月25日㈭
午前９時30分～11時（15
分ごと）

●育児相談・学級　【会場】本庄市保健センター

休　日　急　患　の　診　療
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Health Promotion『体力アップ教室』の参加者を募集します

　専門指導員のもと、ストレッチや筋力トレーニングを行い、日常生活に必要な筋力の維持・向上を目指します。
運動が苦手な人でも安心して参加できるプログラムです。元気なうちから介護予防に取り組みましょう。
日程　６月４日から９月３日までの毎週木曜日
　（７月23日㈭・８月13日㈭を除く）　全12回
時間　午前９時30分～11時30分
会場　児玉公民館別館（７月以降はアスピアこだま）
対象　65歳以上の市内在住者
定員　20人程度（先着順）
参加費　無料
用意　飲み物、汗拭き用タオル、室内用運動靴、運動する服装
申込　５月11日㈪から電話又は直接下記へ
★介護いきがい課☎㉕１１２７

本庄市老人福祉センター「つきみ荘」からのお知らせ

　毎週水曜日を「カルチャーデイ」
として、講習・教室・サークル活動
を行います。
※毎週水曜日は、カラオケ・ダンス
の利用はできません。
費用　無料（一部材料費等実費有り）
申込　電話又は直接下記へ
★ 本庄市老人福祉センターつきみ荘
☎㉒３６９６

５月・６月のカルチャーデイ
午前10時～午後１時 定員

（人） 午後１時～４時 定員
（人）

５月６日 自然農法露地野菜栽培教室 20 絵画教室 30
　　13日 パソコン・脳トレ教室 20 口腔筋力トレーニング 30
　　20日 終活講座 50 健康（からだのゆがみ矯正）体操 20
　　27日 健康英会話 30 バランススティック体操 20
６月３日 絵画教室 30 自然農法露地野菜栽培教室 20
　　10日 パソコン・脳トレ教室 20 介護技術指導講習会 50
　　17日 健康料理教室 20 健康（からだのゆがみ矯正）体操 20
　　24日 健康英会話 30 バランススティック体操 20
※カルチャーデイの一覧は、つきみ荘ホームページか、つきみ荘窓口でもご覧いただけます。
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の
骨
折

Ａ 　

固
定
具
を
用
い
て
骨
折
部
を

固
定
し
ま
す
（
骨
接
合
術
）。

頚
部
の
骨
折

Ｂ 　

ず
れ
が
無
い
又
は
少
な
い
場

合
（stageⅠ

又
はⅡ

）
固
定

具
を
用
い
て
骨
折
部
を
固
定
し

ま
す
（
骨
接
合
術
）。

Ｃ 　

ず
れ
て
い
る
場
合
（stage

Ⅲ

又
はⅣ

）
骨
頭
を
取
り
除
き
、

人
工
の
骨
頭
に
交
換
し
ま
す（
人

工
骨
頭
置
換
術
）。

②
転
倒
し
た
の
は
（
痛
く
な
っ
た

の
は
）
い
つ
か
？

Ａ 

の
場
合　

ほ
ぼ
全
例
で
受
傷
直

後
か
ら
起
立
・
歩
行
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
骨
折
後
の
内
出

血
が
大
量
と
な
る
こ
と
が
あ
り

（
24
時
間
以
内
に
１
リ
ッ
ト
ル
出

血
す
る
こ
と
も
多
い
）、
術
後
の

成
績
も
受
傷
か
ら
72
時
間
以
内

に
手
術
で
き
る
か
否
か
で
差
が

あ
る
た
め
緊
急
性
が
あ
り
ま
す
。

Ｂ 

の
場
合　

骨
折
後
も
起
立
・
歩

行
で
き
る
こ
と
が
あ
り
、
様
子

を
見
て
い
る
う
ち
に
Ｃ
に
移
行

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
ほ

ど
の
緊
急
性
は
あ
り
ま
せ
ん
が

Ｂ
の
う
ち
に
治
療
し
た
方
が
簡

便
な
手
術
で
治
療
期
間
も
短
期

で
す
。

Ｃ 

の
場
合　

ほ
ぼ
全
例
で
受
傷
直

後
か
ら
起
立
・
歩
行
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
手
術
に
よ
る
体

へ
の
負
担
が
大
き
く
な
る
た
め

手
術
前
後
の
全
身
管
理
が
よ
り

綿
密
に
な
り
ま
す
。

　

転
倒
予
防
と
骨
粗
鬆し

ょ
う

症
対
策
を

行
う
と
と
も
に
、
け
が
を
し
て
し

ま
っ
た
際
に
は
適
切
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
の
医
療
機
関
受
診
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

大腿骨

StageⅠ 不完全骨折
内側で骨性連続が
残存しているもの

StageⅡ 完全嵌合骨折
軟部組織の連続性
は残存している

StageⅣ 完全骨折骨頭回転
転位なし

すべての軟部組織の連続性
が断たれたもの

StageⅢ 完全骨折骨頭
回転転位

Weitbrechtの支帯の連続
性が残存している
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日本神社春祭り
　市指定文化財の小平の獅子舞は、元禄12年（１６９９）に皆野
町に伝わった獅子頭を成身院覚桑上人が譲り受け小平に持ち帰っ
たことが始まりと言われています。疫病の厄払いと雨乞い祈願で
舞われていましたが、現在は春と秋の祭典の行事として、春は日
本神社に、秋は石神神社に奉納されています。

こだま千本桜まつり同 時
開 催

　今年も本庄早稲田の杜クロスカント
リー＆ハーフマラソン大会と、こだま
千本桜まつりが同時開催されました。
　当日は非常によい天気となり、桜の
花びらが舞い散るなか、多くの参加者
で賑わいました。

読みやすいユニバーサルデザイン文字

◎大会優勝者（敬称略）
　 ハーフマラソン クロカン12㎞ クロカン６㎞

中学生男子 石田　竜也　19分44秒

一般男子

高校生～34歳以下 井上　直紀　１時間08分56秒 茂戸藤将司　42分20秒 小林　　快　19分18秒
35歳以上～44歳以下 長島　英文　１時間14分51秒 五十嵐清和　43分02秒 鳴海　義宣　19分13秒
45歳以上～59歳以下 中村　　寧　１時間17分16秒 嶋津　光治　43分09秒 後口　洋史　19分14秒

60歳以上 山本　道男　１時間29分02秒 古屋　　馨　52分10秒 関　　敏夫　23分51秒
中学生女子 大澤　真純　23分22秒

一般女子
高校生～39歳以下 長能　彩美　１時間30分40秒 加藤佳奈江　52分16秒 栗田美奈子　24分45秒
40歳以上 大谷　祐美　１時間32分16秒 小野美知江　57分38秒 山田　千秋　25分37秒

　 ジョギング２㎞（４～６年生） ジョギング1.4㎞（１～３年生）
小学生男子 中川　　空　06分32秒 五十嵐彩人　05分19秒
小学生女子 中嶋千紗都　06分36秒 中尾　夕菜　05分05秒

ゲストランナー
ハーフマラソン 川内　優輝　１時間07分21秒
クロカン12㎞ 平井　信行　54分40秒


